GAINAX 総 監修 ビジ ュ ア ル ・ ガ イド ブッ ク 


エヴァ ン ゲ リオ ン ・ ao 


4『 
| 虹 
ee690a。 (税込 


201073/2 


第 3 使徒 サキ ェ ル | 
| アレ ピー ヌ ッ ノーA310( 改 ) に 


[WA Technology sneer 上 
| | EVA シス テム Re 
_ 画 用 語 上 人 典 ノ 企画 トピ ックス 


® 


エヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル 新 証 版 


EVANCELION 


し 。 パ 


Mechanic Sheet x 


第 3 使徒 サキ エル fo4 
アル ビー ヌ ・ ル ノーA310( 改 ) ー  _ 09-o 


Tactics Sheet タク ティ クス シー ト 


117-18 還 朗 還 儲 上 催 戦 


答 、Installation Sheet イン スタ レー ショ ン シ ー ト 


用 語 辞 典 - ー | 23-26 
企画 書 28 
トピ ックス | 29-32 


新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン オフ ィ シ ャ ル ペ 
エヴァ ン ゲ リオ ン の リア ル タ イ ム 情 報 は こち ら で ! 
PC サイ ト 


『 http : //www.gainax.co.jp/anime/eva/ 
携帯 サイ ト p http : //wpp.jp/eva/- 
エヴァ ン ゲ リオ ン オフ ィ シ ャ ルス ト ア 

phttp : /www.evastore.jp/ 


週 状 エヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル 新 ョ 


[発行 日 ] 2010 年 3 月 2 日 
[ 発 行 ] 株式 会 社 デア ゴス ティ ー ニ ・ ジ ャ パン 
〒104-0045 
東京 都 中 央 区 築地 4-7-5 築地 KY ビル 
[発行 人 ] 小河原 和 世 
[編集 人 ] クロ ス 中 山 慶子 
[チー フエ ディ ター] 安部 団 
[印刷] 大 日 本 印刷 株 式 会 社 
@2010 K.K.DeAgostini Japan Allrights reserved. 
[編集 協力 ] 株 式 会 社 ウ ィ ー ヴ (石川 裕人 ノ ズ 田 代 豪 大 久保 圭 / 本 多 ら な ) 
[監修 ] 株 式 会 社 ガ イナ ックス 
iAINAX・ カ ラー グ Project Eva. @GAINAX・ カ ラーEVA 製 作 委員 会 


< オリ ジ ナ ル 版 > 

[編集 協力 ] 有限 会 社 メガ ロマ ニア (富田 英樹 高村 秦 稚 渡邊 洋三 
加藤 和弘 山田 展 プ 桑木 貴章 プ 鈴木 秀治 公 森 直樹 ) 
TRAP (西川 紗 矢 遠藤 智子 ) 
市 川 拾 文 / 深 野 洋一 (MLC.) ノ ズ 射 尾 卓 弥 
ロー カル ・ サ ポー ト ・ デ パー トメ ント (島田 英明 角田 正明 ) 
株 式 会 社 イン フォ ン (河野 幹 哉 / 安 川 純 史 / 阿 部 将 之 ) 


クス 株 式 会 社 (伊藤 桃香 米良 真一 ) 
クス 株 式 会 社 (松本 優 典 ) 


書店 様 か ら の ご 注文 を 承り ます ) 
03-5212-5311 
(月 一 金 9:30 一 17:30 土日 祝日 を 除く ) 
較 03-5212-5312 
読者 サー ビス セン ター 
関連 の 一 般 的 な 質問 を 承り ます ) 
0570-008-109 
(月 一 金 10:00~18:00 土日 祝日 を 除く ) 
※ 本 商品 は 2006 年 に 刊行 され た 「 エ ヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル ] 
(発売 : > ・ マ ガ ジ ン スズ) 訂 を 加え て 刊行 する も の で す 。 


本 誌 の 最新 情報 を Check! 回 旋回 


PC か ら も ケー タイ か ら も 同じ アド レス で アク セス で きま す 。 


http://deagostini.jp/eva/ 固 
定期 購読 の ご 案内 


『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ニク ル 新 訂 版 」 は 、 毎 週 火 曜日 発売 で 
3 手元 に 届く よう 
。 最 寄 の 書店 
。 ま た 、 小 社 を 
読 を 希望 され る 方 は 、 次 の い ず れれ か の 
申し 込み くだ さい 。 
1. 読者 専用 定期 購読 受注 セン ター に 電話 また は FAX で 
3 0120-300-851 
(9:00~21:00 年 中 無休 ) 
較 0120-834-353 
(定期 購読 ) く だ さい 。24 時 間 受 付 ) 


(24 時 間 受付 ) 
ー タ イ か ら も 同じ アド レス で アク セス で きま す 。 


. i し 込み 用 紙 を 郵送 
知ら せ ] が お 手元 に な い 場 合 は 受注 セン ター 
絡 く だ さい 。) 


エヴァ ン ゲ リオ ン 大 百科 を 完成 させ る 
の に 不可 欠 な 特製 バイ ンダ ー2・3 巻 の 
2 冊 セッ ト を 創刊 特別 価格 990 円 (税込 ) 
で 発売 し て お り ま す 。 お 近く の 書店 


Itte77dmagogthjp/sgcurity/ 


sheet 08 


RU i 


THIRD ANGEL 


SACHIEL 


ラー 


THIRD ANGEL SACHIEL 


目 echnic Sheet 


海 よ りき た る 第 3 の 使徒 


使徒 (ANGEL) と 呼称 され 、 神 の 御 使 いで ある 
天使 の 名 を 冠 さ れ た 存在 。 そ れ ぞ れ が 単体 の 種 と 
見 られ 、 生 命 の 始 源 と 目 さ れる アダ ム よ り 生 まれ 
た と され る 。 人 類 と は 相容れない 絶対 的 な 天敵 で 
あり 、NERV 本 部 に 隠匿 され た アダ ム と 接触 する 
こと で 人 は 減 び る と いう 。 使徒 は 各々 に 特殊 な 性 
質 や 姿 形 が あり 、A.T. フ ィ ー ル ド と 呼ば れる 絶対 
不可 侵 の 領域 を 操る 。 こ の こと は サキ エル 襲来 時 
に 国連 軍 と の 戦闘 で 裏付け られ 、 人 類 が 保有 する 
通常 兵器 で は 使徒 に 太刀 打ち で き な い と 国連 軍 が 
身 を も っ て 証明 する 運び と な っ た 。 

第 1 使徒 と 言わ れる アダ ム と の 接触 か ら 15 年 の 月 
日 を 経て 、 人 類 が 再び 遭遇 し た 使徒 が サキ エル で 
ある 。 人 に 準じ た 外見 を し て お り 、 両 腕 に 光 の 檎 
を 持つ こと か ら 近 接戦 闘 型 と 推測 され る 。 

国連 軍 の 防衛 網 を 突破 し て 第 3 新 東 京 市 へ と 侵 
攻 し た サキ エル は 、 迎撃 に 出 た EVA 初 号機 を 活動 
不能 に 追い 込む 。 そ の 直後 、 暴 走 し た 初 号機 に よ 
っ て コア を 破壊 され か ける が 、 止 め を 刺さ れる 前 
に 初 号機 を 巻き 込ん だ 自爆 に よっ て 果て る 。 

水 を 司る 天使 名 の た めか 海中 より 襲来 。 そ の 御 
名 は “ 神 の 命令 ” を 意味 し 、 人 間 を 監視 する 存在 

れる 。 堕 天使 と し て 数 えら れる こと も あ 
で は 那 視 を 持つ と も いう 。 機能 増幅 後 の 
怪 光線 は 、 ま さ し く 了 那 眼 と いえ る か も し れ な い 。 
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象徴 : SYMBOL 
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能力 : ABILITY 
光 の 槍 ea 2 
怪 光 線 夫 


暴走 に よっ て EVA1 
自爆 が サキ エル を 下 


し 、 使 徒 の 自爆 に よ 


THIRD ANGEL SACHIEL 


- サキ エル の 体 構造 - 


統一 され た 容姿 を 持た な い 使 徒 。 そ の 中 で も サキ 
エル は 二 足 歩行 で 移動 する タイ プ で あり 、 人 間 に 似 た 
外見 を 持つ 。 その ほか に S* 機 関 に 由来 し て いる と 推測 
され る 使徒 特有 の 自己 修復 能力 と 、 体 機能 の 変化 に 
よる 機能 増幅 能力 を 有する 。 これ ら を 併せ 持つ サキ エ 
ル は 、 単体 兵器 と し て 考え る な ら ば 理想 的 な 存在 で あ 
り 、 進化 する 超 科 学 的 生命 体 と いえ よう 。 

ウェ ッ ト ス ー ツ の よう な 体 表 面 は 、 柔軟 な 動き を 可 
能 と する ゴム の よう な 素材 に 見 える 。 自爆 の 際 に 自ら 
を 球状 へ 変化 させ て 見 せ た が 、 自在 に 変化 で きる の か 
自爆 時 だ け の 形態 な の か は 不明 。 また 、 背部 か ら 伸 
び た 助 骨 状 の 部 位 は か な り の 強度 を 誇り 、 コ ア を 守る 
よう に 迫り 出し て いる 。 この 部 位 は 初 号 機 に よっ て 折 
り 取ら れ 、 コア へ 突き 立て る 武器 と し て 使わ れ た 。 


| あと し きめ E | 


胸部 に は 頭 部 (も し く は 顔 ) らし き 部 位 を 持つ 。 眼 富 に 似 

た 部 分 は 瞬き の よう な リア クシ ョ ン を 見 せる 。 こ れ ! 軍 
の 無 意 味 な 攻撃 に 対す る 靖 笑 と も と れる が 、 そう いっ た 感情 
を 持ち 得る の か どう か は 定か で は な い 。 な お 、 最 初 の 頭 部 を 
押し の ける よう に 現れ た 新 し 
い 顔 は 、 怪 光線 を 放つ た め に 
設 され た 新 器官 で あろ う 。 


怪 光線 の 発射 時 に 光 の 居 折 で 虹 
彩 が 発生 し て いる た め 、 一 種 の 
レー ザー 兵器 と 推測 され る 。 


サキ エル の 活動 記録 


盛り 上 が っ た 肩 に 比べ て 華 秦 な 二の腕 を 持つ 。 し か し 、 一 
時 的 に 強い 力 を 必要 と する 場合 、 人 間 で いう 上 腕 二 頭 筋 や 長 
掌 筋 な どの 部 位 が 瞬間 的 に 膨れ 上 が り 、 驚 異 的 な 腕力 を 発揮 
し た 。 筋力 増強 の プロ セス は 不明 な が ら 、 超 常 の 力 で 腕力 を 
得る の で は な く 、 純 粋 に 筋力 を 用 いて 腕力 を 生み 出し て いる 
こと が わか る 。 
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に 
玉 り 普 洛 寺 Sm 


wrt 装 苑 池 当 dt 天仙 


2 エラ に 似 た 機構 


大 腸 部 に は 魚類 を 思わ せる エラ を 持つ 。 貝類 の 水管 の よう 
に 、 胴 か ら 腰 に か け て 備わっ た 吸水 器官 に よっ て 水 を 取り 入 1 
れ 、 エ ラ か ら 排 水 を 行なう 。 水棲 生物 本 来 の エラ は 、 水 中 の 1 
酸素 を 取り 入れ 、 体 内 の 二酸化 炭素 を 排出 する た め の 呼 吸 器 
官 だ だ が 、 サ キ エ ル は 大 気 中 に お いて も エラ を 用 いた 呼吸 を 見 生物 と し て の 爪 で あり 牙 。 両 腕 
せ た 。 そ れ は 生命 活動 の 維持 で は な く 、 自 己 修復 や 機能 増幅 に 備え る 栓 状 の 武器 で あり 、 党 部 
に 必要 な エネ ルギー を 得る た め だ と 推測 され る 。 分 か ら パ イル の ご と く 対 象 へ 打ち 
込む 。 身長 に 倍 す る 射程 持ち 、 
伸縮 可能 な 実 槍 部 分 を 核 と し て 光 
の 槍 を 形成 し て いる よう で 、 掌 に 
ある 赤い レン スズ 状 の 問 官 を 通し て 
光 の 穂先 を 形成 、 射出 する 仕組 み 
に 見 える が 、 そ の 原理 は 不明 。 


Sr<m 


地雷 で ダメ ー ジ を 被っ た と き に 機 
能 し て いた エラ 。 外気 より 必要 な 成 
分 を 積極 的 に 取り 入れ 、 自 己 修復 
を 促進 し て いた も の と 考え られ る 。 


掌 の 赤い 物質 が 光 槍 を 形 成す る 器官 だ 
と 考え られ る 。 


サキ エル は 相模 湾 よ り 襲 来 し 、 上 陸 を 阻む 国連 軍 
の 戦車 大 隊 を 壊 減 させ て 侵攻 。 上陸 後 は 厚木 と 入間 
の 航空 戦力 が 迎撃 する も 、 足止め すら 不可 能 だ っ た 。 
だ が 、 国連 軍 の 戦力 が 通じ な いと いう 事態 は 予測 され 
て お り 、 予め 配備 され て いた ni 地雷 が 使用 され る 。 そ 
れ に よっ て 損傷 を 与え 侵攻 を 一 時 くい 止め る が 、 結果 
的 に サキ エル の 機能 増幅 を 招い て し まう 。 再 侵攻 後 、 
第 3 新 東京 市 に 到達 し た サキ エル は ジオ フロ ント の 存 
在 を 感知 し て 攻撃 を 開始 。 迎撃 に 出 た EVA 初 号機 を 
一 上 旦 退け る も 、 暴走 し た 同機 に より 深 手 を 受け 、 同機 
を 巻き 込ん で 自爆 し た 。 


サキ エル 侵攻 記録 
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A.T. フ ィ ー ル ド を 展開 する 
サキ エル に は ミサ イル の 直 
撃 すら 効か ず 、 国連 軍 の 保 
| 有する 戦力 を も の と も せ ず 
に 侵攻 し た 。 


1 選 の 第 8 装甲 版 ま 
外見 の 変化 と し て は 、 第 2 


初 号機 に 追い 詰め られ た サ 
キ エ ル は 自爆 を 図る が 、 外 
装 で ある 頭 部 装甲 を 破壊 
し た に 留まり 、 相 打ち に は 
至ら な か っ た 。 


自己 の 情 i 報 を 
問 か ら 途 断 する と いう 覧 
さ を 垣 間 見 せ た 。 


壮 知 v 藻 当 
蒲 押 さき 柄 ら 側 
ロロ 蘭 咽 当 計 ご 誤 痢 
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キャ ラク ター シー ト 名 城 ミ サト 
haracter Sheet ISATO KATSURAGI 病 / 
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ISATO KATSURAGI 


haracter Sheet 


個人 情報 

名 前 | 葛城 ミサ ト 

年 齢 29 歳 

国籍 日 本 

生年 月 | A.D.1986/12/08 

血液 弄 A 型 

所 属 | NERV/ 戦 術 作戦 部 作戦 局 第 一 課 課長 


特務 機関 NERV 本 部 に て 、 戦術 作戦 部 作戦 局 第 
一 課 課 長 を 務め る 女性 、 そ れ が 葛城 ミサ ト で ある 。 
EVA に よる 使徒 工 減 戦 の 作戦 指揮 を 担当 する 彼女 
は 、 シ ンジ 5 操縦 適格 者 の 直接 的 な 上 司 に 当たる 存 
在 だ 。 階級 は 一 尉 で あっ た が 、 使徒 蔵 減 戦 で の 実績 
が 認め られ て か 、 三佐 に 昇進 し た 。 

主 な 経歴 は 以下 の 通り で ある 。 14 歳 の 頃 に 父 が 
率い る 葛城 調査 隊 と 共に 南極 に 上 陸 。 そこ で 、 セカ 
ンド イン パク ト に 直面 し 、 父 を 亡くす 。 その ショ ッ ク 
に より 一 時 失語 症 に 陥る も 、 無事 に 治癒 し 、 第 2 東 
京 大 学 に 入学 。 同 大 学卒 業 後 は NERV の 前 身 で あ 
り 、 ま た 母体 と も な っ た 秘密 組織 ゲ ヒ ルン に 入所 。 
そし て 、 ゲ ヒル ン の 人 員 、 施設 その 他 の すべ て が 
NERV に 移行 し た た め に 、 当然 ミ サト も それ に 沿う 
こと と な り 、 現在 に 至っ て いる 。 

人 類 に と っ て 実に 15 年 振り に な る 使徒 襲撃 の 際 、 
ミサ ト は NERV の 一 員 と し て 第 3 の 適格 者 を 迎え に 行 
くそ れ が 彼女 と 碗 シン ジ と の ファ ー ス トコ ンタ ク 
ト だ っ た 。 本 来 な ら ば ひと り で 暮らす は ず だ っ た シ 
ンジ を 、 自 宅 に 引き 取る こと に 決め る ミサ ト 。 シン ジ 
の 他人 を 寄せ 付け よう と し な い 性 格 を 見 か ね て の こ 
と と 思わ れる が 、 そこ に は 女性 特有 の 母性 が 働い た 
の か も し れ な い 。 さら に は 第 7 使徒 迎撃 作戦 の 際 に 
は 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー を も 自宅 に 迎え 入れ て 
いる 。 そ の こと か ら も 、 ミ サト は NERV の 作戦 部 長 と 
し て 適格 者 を 監督 する だ け で は な く 、 まだ 中 学生 の 
少年 少女 で ある 彼ら を 、 ひと り の 人 間 と し て 見 守る 
保護 者 的 な 役割 を 担っ て いた と いえ る 。 


1 
赤木 リツ コ 
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NERV 内 部 に 身 を 置 
きつ つ 、 そ の 秒 
査 し て いた 男性 
間 主 内 容 の 一 部 を 


還流 : ア スカ ラン グレ ー 
時 赤木 リツ コ 
時 NERV 


ー ミ サト に 最も よく 
見 られ る 表情 は 多分 
笑顔 だ ろう 。 微 笑み 
の 中 に 秘め られ た 、 
強い 意志 を 持 
葉 の 騰 が 印象 的 だ 。 


の 初対面 時 の ミサ ト は 、 
う 。 緊張 し て いる で あろ う 


1 か っ た 長い 壁 も 、 

ト の 特徴 で ある 。 そ の 
横顔 に は 、 ど こ か 少女 
の よう な あど け な さ が 
残っ て いる 。 


ーー 対 使徒 戦 な どの 折 に よく 見 
られ る 、 何 か を 悔し が っ て い 
る か の よう な 表情 。 29 歳 と い 
う 年 齢 の 割 に は 、 感 情 の 起伏 
が 激しい と ころ が ある 。 


シン ジ が NERV に 召喚 され 
た 際 、 ミ サト か ら 送 られ た 
写真 。 シ ンジ と し て は 気 さ 
く を 通り 越し て ふざけ 過ぎ 
と いう 印象 を 受け た か も し 


て 身体 に ぴったり と 
フィ ッ ト し て ウエ スト 
ライ ン が 強調 され る 
黒い ワン ピー ス は 、 
活動 的 な ミサ ト ら し 
い 服 装 。 露出 が 多く 、 
か つ 動き や すい 服 を 
好む お よう だ 。 


イー タイ ト な ワン ピー ス と 丈 の 短い ジ 
ャ ケッ ト (制服 ) の 組み 合わ せ は 、 赤 
と 黒 と いう 色合い も 相まって 、 ス マー 
ト な 印象 を 与え る 。 い つも 首 に か け て 
いる 十字 を か た どっ た チョ ー カ ー は 、 
亡くな っ た 父 の 形見 で ある 。 


ー 正 式 な 場 へ の 出張 と いっ た 
特別 な 任務 中 で な い 限 り 、 ミ 
サト の 出勤 時 の 服装 は 、 私 服 
の 上 に 赤い ジャ ケッ ト を 羽織 
っ た や や ラフ な も の だ 。 
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MISATO KATSURAGI 


キャ ラク ター 


[haracter Sheet 


m、 
ー! ミ サト は 、 手袋 や 腕時計 、 サ ング ラス 基本 的 に 気さく で 陽気 、 か つ 楽 天 的 な 考え 方 の 持 
の を に ee それ 5 の ち 主 で ある ミサ ト は 、 一 見 する と いい 加減 な 性 格 を 
が 多い 。 し て いる よう に 見 える 。 それ が 、 は る か に 歳 下 の シン 
ジ に 初対面 か ら 「 蔵 の 割 に 子供 っ ぽい 」 と 言わ れ て 
し まう 所 以 な の だ が 、 その 実 、 非常 に 世 の 強い 女性 
多 ) で ある 。 また 、 男勝り な 一 面 も 持ち 合わ せ て お り 、 
2 無鉄砲 と も 思え る 行動 を 取る 場面 も 多々 見 受け ら 
れる 。 彼女 の 中 に は 、 女性 らし さと 男性 らし さ が 共 
存 し て いる の で ある 。 それ は 、 NERV の 作戦 部 長 と 
いう 、 強 さと 潔 さ が 必要 な ポジ ショ ン を 務め て いく う 
ち に 形成 され た 人 格 と も 推察 で きる 。 
あの また 、 ミサ ト は 理論 的 な 考え より も どちら か と いう 
際 の ミサ ト は ワン と 感情 や 勘 を 頼り に 行動 する タイ プ で ある 。 正しい 
で 理論 と いう も の は 、 時 に 冷酷 な も の だ 。 彼女 は そう 
織っ て いな か っ た 。 』 いっ た 正論 より も 、 人 の 心情 に 重き を 置い て いる よ 
* うに 見 受け られ る 。 冷静 な 理論 派 の 多い NERV と い 
う 組 織 に お ける 彼女 の よう な 人 物 は 、 まだ 思春 期 の 
少年 少女 で ある シン ジ た ち に と っ て は ある 種 の 救い 
と も いえ る 貴重 な 存在 だ と いえ よう 。 
勤務 時 、 常 に 着用 し 
て いる 赤い ジャ ケッ ト 
は 、 本 来 な ら ば NERV 
の へ あたる も の 。 挫 に ら 
ー 級 章 が つい て いる 。 
な 女性 と いえ る 
私 生活 の 面 か ら ミ サト を 見 る と 、 非常 に 大 雑 把 で 
放 漫 で ある 。 初め て ミサ ト 宅 を 訪れ た シン ジ は 、 そ 
の 家 の 中 の 乱雑 ぶり に 絶句 する の だ が 、 それ を も っ 
て 「 ち ょ っ ち 敵 ら か っ て る 」 と 言い 切る と ころ な ど は 、 
その 性 格 を 加 実 に 表し て いる 。 また 、 シン ジ と 同居 
する 際 に 家事 当番 を 決め た に も 関わ ら ず 、 ま っ た く 
それ を 守ら な いた め 、 シン ジ に 手 を 焼 か せ て いた よ 
うだ 。 それ 以前 に 、 家事 全般 が か な り 不 得意 を よう 
で 、 特に 料理 に 至っ て は イン スタ ント の カレ ー さ え 不 
味 く 作っ て し まう 程 で ある 。 仕事 が 多忙 な た め 私 生 
活 で は 手 を 抜い て いる の か 、 元々 の 性 格 な の か は 
少々 判断 が 難し いと ころ で ある が ……。 
使徒 獲 減 戦 に お ける 作戦 部 長 と し て の ミサ ト は 、 
非常 に 勇猛 果敢 な 姿 を 見 せる 。 時 に 無茶 と も 思わ 
0 の た め に 大 陣 な 作 れる 作戦 を 立て る こと も ある が 、 どれほど 勝率 の 低 
戦略 自衛 隊 技 術 い 作 戦 で も 、 心 むこ と な く 操 縦 適格 者 た ち に 指令 
下水 を する 下 し て いく 。 セカ ンド イン パク ト を 実体 験 し 、 そ の 麗 
怖 を 身 を も っ て 知っ て いる 彼女 は 、 使徒 に 敗北 する 


こと (すなわち サー ドイ ン パ クト の 発生 ) が 決し て 許さ 
れ な いこ と を 理解 し て いる 。 だからこそ 彼女 は 、 多 
少 の 無茶 な ど 承 知 の 上 で 、 真っ 直ぐ に 勝利 を 目指 
すこ と が で きる と も いえ る 。 一 瞬 の 迷い が 致命 傷 に 
な り 得 る 戦い で 淀 み な い 判断 を 下 せ る と いう 一 点 に 
置い て は 、 ミサ ト は 有 能 な 指揮 官 で ある 。 
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™ や 


ンジ? 
と の 関係 


の 彼女 に は 、 
向 的 な 性 格 が 気 に 
かかる も の だ っ た の か も し れ 
な い 。 


シン ジ が 再び ミサ ト の 元 に 戻 


間 。 ミ サト は 笑顔 で 守 


い 包 容 力 が 感じ られ る 。 


シン ジ が 初め て 自宅 に 来 た 際 、「 こ こ は あ な た の 家 
な の よ 」 と 告げ た ミサ ト 。 彼女 と し て は 、 シン ジ を 家 
族 と し て 迎え る つも り だ っ た の だ ろう が 、 その 思い は 
シン ジ に は 届か な か っ た 。 EVA 操縦 者 に か か る 重圧 
を 前 に し て 自分 を 見 失い 、 家 か ら 逃 げ 出 し て し まう 
シン ジ 。 その 後 、 思い直し た シン ジ は ミサ ト の 元 に 戻 
る の だ が 、 その 時 の 「 た だ いま 」「 お か えり な さい 」 と 
いう や り と り を きっ か け に 、 初め て ふた り は 家族 に 近 
い 関 係 と な る 。 以 降 、 自 宅 で の ミサ ト は シン ジ に だ 
らし な い 姿 を 見 せる こと も 訂 わな い 。 そ うい っ た 他 
人 に は 見 せな い 姿 を 晒す の は 、 彼女 が シン ジ を 家族 
と し て 認め て いる 証 な の で ある 。 


事実 を 把握 する リツ コ 。 互 
い の 意 見 に 対照 的 な 性 格 が 
よく 表れ て いる 。 


長年 の 付き 合い で 、 ミ サト 
の だ らし な さも 良く 知っ て い 
る で あろ う リ ツ コ 。 候 慮 な く 
呆れ た 顔 を し て 悪態 を つく の 
も また 、 ひ と つの 友情 の 形 だ 
ろう 。 


NERV 技 術 開発 部 技術 局 第 一 課 所 属 の 博士 、 赤 
木 リ ツ コ 。 彼女 と ミサ ト は 、 第 2 東京 大 学 で 知り 合 
っ て 以来 の 親友 同士 だ 。 また 、 互い に 頼れ る 同僚 で 
も ある 。NERV 内 で の 互い の 立場 は 大 きく 異な る う 
え に 、 常に 冷静 な 観点 で 物事 を 語る リツ コ と 、 感情 
論 に 走り が ちな ミサ ト で は 性 格 は 正反対 と いえ る 。 だ 
が 、 ふた り は 仕事 で も プラ イベ ー ト で も 、 非常 に 息 
の 合っ た と ころ を 見 せ て お り 、 ミサ ト は リツ コ の 冷静 
な 部 分 に 助け られ 、 リツ コ は ミサ ト の 楽天 的 な 部 分 
に 救 わ れ て いる 。 それ ぞ れ 、 自 分 に は な いも の を 相 
手 の 中 に 見 つけ る こと が で きる か ら こ そ 、 長い 間 、 親 
友 と いう 関係 を 続け られ た の だ ろう 。 


と の 関係 


と の 関係 


MM @ 還 回 品 
一 杯 へ の こだわ り の 意味 


ミサ ト の 家 の 冷 蔵 庫 の 中 は 、 ほ と ん ど が 告 ビ ピー ル で 埋め 尽 
くさ れ で て いる 。 銘柄 は [YEBICHU」 (まれ に FBOA」)。 他 に 
庫 内 に 入っ て いる の は つま み と 氷 くら い の も の で 、 実質 的 に 
は 酒 に 関す る も の だ け で 占め られ て いる 。 食事 は イン スタ ン 
トド の も の で 適当 に 済ま せ て し まう 彼女 だ が 、 酒 に だ け は 強い 
と だ わり を 持っ て いる よう だ 。 ビ ピール を 和 缶 の まま 勢い よく 一 
気 飲 み し て は 「 人 生 こ の と き の た め に 生き て る よう な も の ] 
と うそ ぶ い て いる こと か ら も 、 そ の こだわ り が 見 て 取れ る 。 
シン ジ や リツ コ は 彼女 の そう いっ た と ころ に 呆れ る ば か り だ 
が 、 彼女 に と っ て は その 一 杯 を 口 に する 瞬間 が 何 に も 替え が 
た い 楽 し みな の だ 。 同時 に 対 使徒 戦 の 現場 指揮 と いう 職務 
の 重圧 が から 解放 され る 一 瞬 で も ある の だ ろう 。 


時 追 去 の 関係 を 暴 器 され 、 ミ 
サト は 顔 を 真っ 赤 に し て 加持 
を 趣 鳴 りつ ける 。 そ の 後 、 彼 
女 は この 再会 を 「 悪 夢 ] と 
し て いる が 、 その 本 心 は 不 
較 明 だ 。 


リツ コ か ら 加 持 の 手 に よる 使 
徒 砥 滅 作 埋 の デー タ を 渡さ 
れ 、 微 笑 む ミサ ト 。 他 の 場 
面 で は な か な か 見 か ける こと 
の な い 相 手 を 愛 お し む よ う な 
笑顔 だ 。 


す BOA ピ ビール 
レン ーー 


エビ チュ ビー ル 


第 2 東京 大 学 で の 学生 時 代 に ミサ ト と 知り 合っ た 
加持 リョ 時 の ふた り は 恋人 同士 だ っ た が 、 ミ 
サト が ゲ ヒ ルン に 入所 する 前 に その 関係 は 終わ っ て 
いた よう だ 。 現在 の 彼 は NERV 特 殊 監察 部 及び 日 本 
国政 府内 務 省 調査 部 に 所 属す る 二 重 ス パイ で ある 。 
加持 が NERV 本 部 に 滞在 する こと に な っ て か ら は 、 ミ 
サト は 彼 の 言動 に 振り 回 され っ ぱな し だ っ た 。 そん 
な 加持 に 迷惑 そう な 態度 を 取る ミサ ト で ある が 、 そ 
の 中 に は 失わ れ て いな い 愛 情 を 感じ させ る こと も 。 そ 
し て 二 重 ス パイ と し て の 加持 の 持つ 情報 も ミサ ト に 大 
き な 影 響 を 与え る 。 結果 、 加持 の 存在 は 公私 に 渡 
つて ミサ ト に 大 き な 意 味 を 持つ こと に な る 。 


お 気に入り の ビー ル を 


に 飲ん だ 後 の 笑顔 。 ご れ 以 上 
な いと いう ほど の 、 至 福 そ の も の と いっ た 表情 で ある 。 
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民間 
ラリ ー や レー スズ 仕様 車 を 供給 し 続け る 、 フ ラン 
ス は アル ピー ヌ 社 の スポ ー ツ カー。 葛城 ミサ ト の 所 
有する A310 ( 改 ) は 彼女 が レス ト ア を 重ね た 車 で 、 
右 ハ ンド ル の 2 シー ター 電気 自動 車 へ と 改造 が 施さ 
れ て いる 。 33 回 ロー ン を 組ん で の レス ト ア だ っ た が 


納車 早々 に 中 破 、 再 び レ スト ア 送 り と な っ た 。 復 / 議 軸 

帰 後 も さほど 間 を お か ず 、 戦 略 自衛 隊 の 襲撃 時 に Ve を 

撰 壊し 、 短い 天寿 を 全う し た 幸 薄い 名 車 で ある 。 

a 本 来 の A310 は 新 世 代 ア ルピー ヌ と し て 1971 年 に き 4 31 0 


(MISATO'S CUSTOM) 


R | 本" き 周 洛 S 
テキ が 昔 義 り 


1 
に 本 は iirg i 
詩 証 mm 因 喘い VV: 詩 ペ uo 社 叶 哲史 


HG 


1600cc 直 列 4 気 筒 OHV の リア エン ジン 方 式 と いう 
A110 の 流れ を 流 み つつ も 、 往 年 の 丸み を 帯び た フ 
ォ ル ム か ら 衣 張っ た フォ ルム へ と スタ イル を 一 新 し 
た 。 ヘ ッ ド ラン プ は 角形 6 個 を 用 い 、2 二 2 シー ター 
の キャ ピン に 造り 上 げた 意欲 作 と いえ よう 。 


メカ ニッ クシ ー ト 


『 軒 echonic Sheet 


当時 の 仕様 と は 大 きく 改造 を 加え られ た 旧 世 紀 
の 名 車 。 ガソリン エン ジン で は な く 、 電 気 を 調整 す 
る 制御 装置 と モー ター を 搭載 し た 電気 自動 車 で あ 
る 。 外見 は A310 と は いえ 、 ど こま で 従来 の 構造 や 
材質 が 残っ て いる の か は わか ら な い 。 


電気 駆動 


電気 駆動 に 改造 (も し く は 
れ た エレ カー。 サ キ エ ル 襲来 
時 に バッ テリ ー が 切れ 、 他 車 
皿 の も の を 拝借 し た 。 


人 前面 FRONT 人 側面 REAR 


す 背 面 BACK | 


底面 BOTTOM 


第 3 新 東京 市 に 着い た 碗 シン ジ を 迎え に いく た め 、 
レス ト ア し た ば か り の A310 ( 改 ) を 選ん だ ミサ ト 。 


第 3 使徒 サキ エル と 


連 軍 の 戦い に 巻き 込ま れ た シ 


ンジ を 守る た め 、 最 前 線 で の ラフ な 運転 を 余儀 な 
くさ れる 。 そ の た め 戦 闘 の 余波 を 受け て 損傷 し 、 再 
度 レ スト ア 送 り と な っ た 。 復帰 後 は 、 ま た し て も シ 
ンジ を 助け る た め の 足 と な り 、 戦 略 自衛 隊 の 襲撃 
を 切り 抜け な が ら NERV 本 部 内 を 駆け る 。 そ の 際 に 
車体 が 大 破 し て 、 最後 は 乗り 捨て られ て し まう 。 


時 nm 地雷 
居 第 3 使徒 サキ エル 
年 戦略 自衛 隊 


車 雑誌 を 購読 し て お 
り 、 か な り の 車 好き と 
うか が える 。 


電気 自動 車 で あっ て も 、 戦場 を 駆 車内 電話 
け 抜 ける タフ さ を 見せ 、 足 周り は ガ 
ソリ ン 車 に 引け を 取ら な いこ と を 証 
明 し た A310 ( 改 )。 内 装 は 当時 の モ 
デル と は 違っ て 2 シー ター の キャ ピン KM 
を 持ち 、 計器 類 等 の デザ イン も 一 
新 さ れ て いる 。 な お 、 ミサ ト の オー 
ダー に よっ て コー ドレ ス の 車内 電話 
や カー ナビ 兼 情報 端末 を 備え る 。 
懐古 的 な 外見 と 比べ 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン も 完備 し た 現代 仕様 の 機器 で ま 
と め ら れ た キャ ピン 。 ギ ア は 初期 の 4 速 で は な く 5 速 MT 仕様 と な っ て いる 。 
爆風 を 浴び た ほか 、m 地 | 
| 雷 の 会 波 を 所 けり 横転 。 そ 。 、 【 特 由記 叶 事 | 項 
の 結果 、 ミサ ト 曰く [ベッ 
ガソリン 車 仕様 
A310 モ デル と も 2 台 は 所 有 し て いる 
気 自動 車 で 、 も う 1 人 台 は 左 
2015 年 モデ ル は か な 
再 レ スト ア か ら 復帰 し た 
A310 ( 改 )。 大 : の 近 定か 
3 ー リ 328 も 』 る 
は 、 第 16 使 徒 ア ルミ サエ 0 
ル を 車 中 か ら 肉 限 で 確 
話し て いる 。 
戦 自 衛 隊 と の 交 撮 で 
後 数 の 鉱 信 が 
突っ 込ん だ 
ント が 潰れ て 
後 は 乗り 捨て 
目 を 終え た 。 
@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D047 
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EVA 操縦 者 た る 


14 歳 の | 適格 者 


と 学校 生活 を 
共に する 者 た ち 


2 年 Ai 細 の 作ら 


STUDENTS OF CLASS 2-A 


た る 「 適 格 者 」 が 学校 生活 を 送っ て いる 場 が 、 第 3 新 東京 
市 立 第 壱 中 学校 の 2 年 A 組 で ある 。 いか に も 14 歳 と いう 
少年 少女 らし さ を 持っ た クラ ス メ イ ト た ち は 、 殺伐 と し た 
世界 に 生き る 適格 者 た ちの 癒し 役 を 担っ た も の と 推察 さ 
れる 。 な お 、 第 3 使徒 の 襲撃 後 は 貴 開 する 者 も 増え た が 、 
この 2 年 A 組 は 常に 大 半 の 座席 が 埋まっ て いる 状態 で あっ 
た 。 これ は 同 ク ラス の 生徒 が 、 人 類 補完 委員 会 直属 の 詳 
問 機 関 と され る マル ドゥ ッ ク 機 関 (その 実体 は 不明 ) に よ 
り 選 出さ れ た 「 適 格 者 」 候 補 で あっ た た め だ が 、 フォ ー ス 
チル ドレ ン に 選出 され た 鈴原 トウ ジ 以 外 の 生徒 ほ 、 幸い 
に も その 昔 酷 な 運命 に 直面 する こと は を か っ た -。 


STUDENIS OF CEASS 7.A 


キャ ラク ター シー ト 2 年 A 組 の 生徒 た ち 
haracter Sheet TUDENTS OF CLASS 2-A 


クラ ス メ イ ト の 一 部 に は 適格 者 へ の 野次 馬 的 な 興 
味 心 が 見 え 隠 れ す る 者 も いる が 、 お お お ね 普通 の 学 
友 と し て 接する 姿 が 見 受け られ る 。 教師 も また 非常 
時 を 除き 、 生徒 に 対し 分 け 隔 て な く 接 し て いた よう 
だ 。 その 結果 、 適格 者 を 含む 2 年 A 組 の 生徒 た ち は 
使徒 襲来 と いう 危機 に さら され な が ら も 、 一般 的 な 
中 学生 と 同じ 学校 生活 を 送っ て いる 。 これ は 14 歳 
と いう 年 齢 の 少年 少女 らし い 「 無 邪気 ご] の な せる 
業 と いえ る だ ろう 。 ちな み に 科 シン ジ を 始め と する 3 
名 の 適格 者 は 、 母親 が 死亡 また は 存在 が 不明 と な 
っ て いる が 、 その 「 母 親 が いな い 」 と いう 事実 が 、 適 
格 者 ある い は その 候補 者 の 選抜 理由 の ひと つと の 見 
方 も ある 。 明 る く 学園 生活 を 送る 2 年 A 組 の 生徒 す 
べ て が その 事例 に 当 で は まっ て いる と も 考え られ る 
が 、 その 真相 は 定か で は な い 。 


ー 教 室 で の 授業 中 、 休 み 時 間 
な ど に その 姿 が 確認 で きる 男 
子 生徒 た ち 。 体型 は 様々 だ が 、 
その 表情 に は 成長 期 特有 の 微 
妙 な 幼 さ が 残っ て いる 。 


- 操 継 者 で ある こと を 配 
め る が 、 それ に よっ て 
阻害 され る と いう こと 
は な か っ た 。 この 一 件 
か ら も 、 クラ ス の お お 


ら か な 雰囲気 が 見 で 
取れ る 。 
一 紺色 の スク ー ル 水着 と 白い ゴム キャ ッ プ を 着用 し た 、 
いか に も 「 水 泳 の 授業 中 ] と いっ た 感じ の 女子 生徒 。 
2015 年 時 、 気 候 的 に 日 本 は 常に 夏 で ある た め 、 体 育 
に は 水泳 の 授業 が 多く 組み 込ま れ て いた と 思わ れる 。 
担任 教師 
ー な ぜ か 頻繁 に セカ ンド イン バ 
クト に つい て 語る 癖 が ある 、 初 
老 の 担任 教師 。 な お 、 話 の 内 容 
は 公式 見 解 通 り だ が 、 そ れ は 特 
殊 な 情報 統制 に よる も の で は な 
く 、 単 に 一 般 人 に は 詳細 を 知り 
得る 術 が な か っ た た めで あろ う 。 
= 


時 | | 剛 MIAITITIRIS 


第 3 新 東 京 市 立 第 中 学校 に 陀 シン ジ ら EVA 操 縦 

京 者 た ち が 通 う 中 学校 
の 人 | ご く 一 部 の 人 間 を 除 
の 全 栖 秘 斉 に EVA 操 


縦 者 候補 が 2 年 A 組 
に 集め られ で いた 。 


⑥GAINAX・ カ ラー/Project Eva. ⑥ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 DU き - 
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臨 生 ア エ 

む 服 に ン 

この 腰 i 
し まっ て は NERV 本 部 へ の 直接 侵攻 も 時 間 の 問題 で あ i 
る 。 も は や 一 刻 の 猫 予 も な いと し て 、 和 碗 シン ジ は ろく | な で ぇ ラ 
な 説明 も 受け な いま ま EVA 初 号機 に 乗せ られ る こと と た 初 た 
な っ た 。 拘束 具 が 外さ れ 、 パ イロ ッ ト と EVA の 神経 拉 で の 
続 が 開始 され る 。 そ の 最 中 、 初め て の 搭乗 と は 思え ぬ 6 ジィ 
ほど 高い シン クロ 率 を 出し た シン ジ に 、 赤 木 リツ コ は 1s う 
敬 情 と 共に ある 確信 を 抱く の だ っ た 。 に 学 り 


8 A る 
し て いく 発進 準備 を 眺め な が ら 、 冬 月 コウ ゾウ は 静か に ゲン ドウ へ と 間 い か ける 。 「 和 、 本 当 に こと れ で いい 
ん だ な 」 それ に 対し て ゲン ドウ は 答え を 返さ ず 、 た だ 薄い 笑み を 浮か が べ る ば か り だ っ た 。 


A.D.2015 


初 号機 を 荻 づか み に し の 檎 を 伸ばし て 執 
抽 に その 頭 部 を 攻撃 し は じ め た 。 一 度 、 二 度 、 身動き の 
取れ な い 初 号機 に 向かっ て 何 度 も 突き 立て られ る 鋭い 
光 。 シン ジ は 激痛 の 走る 右目 を 押さ える 以外 、 為す 術 も 
な い 。 つい に 光 の 槍 は 頭 部 装甲 を 破壊 し 、 初 号機 の 頭 
部 を 刺し 買い た 。 衝撃 に 吹き 飛び 、 高層 ビル に 激突 する 
初 号機 。 血液 に 似 た 真赤 な 体液 が 勢い よく 噴出 する 。 が 
っ くり と 首 を 垂れ た 初 号機 は 、 その まま 活動 を 停止 し た 。 


> 呆 
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< は で 伺 こ 藻 へ 只 問 旧 団 帳 肖 
涼 


ri 世 きま 


使徒 の 攻撃 は つい に 初 号機 の 装甲 板 を 破壊 し て し まう 。 活動 を 停止 し た 機体 は 何 の 反 | 
すら 確認 で き な い 状 # 。 使徒 践 減 の 切り 札 と な る は 


示さ ず 、 パ イロ ッ ト の 安否 


抽 im=~onm 


清 談 古 疎 押 当 JNIYN* 
3 ・ テ ご , 避 地 半 
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A FIRST ENGAGENMENT 


「 発 進 ! ] 葛城 ミサ ト の 
号令 を 受け て 初 号機 は 地 
下 格納 ケー ジ か ら 射出 さ 
れ た 。 猛 スピ ー ド で 移動 
し て いく 機体 は 、 や が て 
鈍い 衝撃 音 と 共に 地表 に 
到達 する 。 第 3 新 東京 市 
街 に 放り 出さ れ た 形 の 初 
号 搬 。 そ の 目前 に 使徒 は 
いた 。 最終 安全 装置 が 外 
され 、 シ ンジ は つい に 正 
体 不明 の 敵 と 対 時 する 。 


射出 され た 初 号機 は 、 
地上 へ 向かっ て すさ 
まじ い ス ピー ド で 上 昇 


し て いっ た 。 


目 と 鼻 の 先 の 距離 で 対 
央 する 使徒 と 初 号機 。 


自由 に 動け な い 初 号機 を 使 
こと だ け を 考え て と い 
が 、 バ パラ ンス を 取れ ず ( 
そこ へ 近寄っ て きた 使徒 が 初 号機 の 腕 を つか み 、 す さま じい カ 
で 引っ 張り 始め た 。 防御 


シス テム も 反応 を みせ ず 、 少 琶 ご | 
つい に 初 号機 の 左腕 は 握 メ 復 地 
りつ ぶさ れ て し まっ た 。 ジジ 間近 の 
2 痛 
与 3 み 
えた 
に も 提 き シ 
りな ス 
2 
ぶ 初 ム 
き 呈 も 
れ 機 作 
て は 動 
まっ 
か っ て きた 0 
部 と 腕 を つか むと ギリ た に 近 
ギリ と 引き 絞っ た 。 左 抗 


これ 以上 の 戦闘 は ムリ 
と 見 た ミサ ト は 作戦 中 止 
を 決定 する が 、 完全 に 沈 
黙 し た 初 号 機 は エン トリ 
ー プ ラグ の 強制 排出 命令 
も 受け 付け な い 。 だ が 、 
打つ 手 な し と 思わ れ た そ 
の 時 、 完全 に 沈黙 し た は 
ず の 初 号機 が 再起 動 し 
た 。 雄叫び を あげ た 初 号 
機 は 獣 の よう に 跳躍 し 、 
使徒 に 襲い 掛か っ た 。 


目 を 見 張る NERV 職 
員 た ちの 前 で 再起 動 
し た 初 号 機 は 、 天 に 
向かい 、 野獣 の よう 
に 史 叶 し 
先ほど まで の ぎ こ ち な さ が 
う い 動 き で 、 
と 使徒 へ 
跳び か か っ て いっ た 。 


シ 初 一 使 
ジ ん 
1 3 | 
合 使 攻 号 
徒 徒 要 機 
と を に 
対 交 加 
! 3 


突如 、 変 貌 し た 初 号機 が 使徒 を 圧倒 し て いく 
接近 戦 を 挑む 初 号 機 に 対し て 使徒 は AT. フ ィ ー ル ド を 展開 し 
た 。 あ の フィ ー ル ド が ある 限り 、 こ ちら の 攻撃 は 敵 に 届か な い 。 


に iili | 


vo きき 江 と 衣 > 立 洪 
kt へ 呈 藤 hm 半 dt 


焦り と 共に モニ ター を 見 上 げ る ミサ ト や リツコ た ち だ っ た が 、 5 
初 号機 は つぶ され た 左腕 を 自力 で 復元 し た ば か りか 、 自 ら 発 
生 さ せ た AT. フ ィ ー ル ド で 位相 空間 を 中 和 し 、 さ ら に 素手 で フ っ も 間 
イー ルド を 引き 裂 いて し まっ い ず 久 
た 。 使徒 は 怪 光線 で 対抗 し ペ 
よう と する も の の 、 初 号機 は 角 72 
それ すら も も の と も せ ず 、 つ 
い に は 相手 の 両 腕 を 引き ち ぎ た 合 
ぎっ て し まう 。 それ は 圧倒 的 靖 全 の 
を 戦い ぶり だ っ た 。 手機 両 
を は 腕 
IE 
使徒 は A.T. フ ィ 秒 和 れ 生 
全 ば を で 
す 引 揚 
きり 
ちや 
ぎ ぶ 
リ レ し 


初 パ 初 暴 制 管 初 
和志 ゴ 号 走 御 制 
p 機 ロ p 機 状 を 所 py 機 
ト 2 態 受 か 
機 7 再 に けら 使 
能生 起 陥 付 の 徒 
停 元 動 る け を 
2 ず 圧 
国 倒 
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の 自爆 ( は 耐え 、 そ の 力 を 誇示 し た 

使徒 を 蹴り 飛ば し 、 その 上 に 馬乗り に な っ た 初 号 機 は 、 胸部 
に 見 える コア を 攻撃 し 始め た 。 する と 、 も は や 勝ち 目 は な いと 見 
た か の よう に 使徒 は 身体 を 球状 に 変形 させ 、 初 号機 を 取り 込ん 
だ まま 自爆 し て し まう 。 激しい 関 光 と 爆発 音 が と どろ くさ ま を 、 息 
を 呑ん で 見 守る 発令 所 の 職員 た ち 。 だ が モニ ター の 映像 が 回 復 
紅 夢 の 炎 の 中 に は 、 
を つけ て 立つ 初 号 
機 の 次 が あっ た 。「 あ れ が EVA 


せ 付 けら れ た 恐る べき 力 
ミサ ト た ち は 果 然 と する ば か 
り だ っ た 。 


当 澤 品薄 理 潤 ry 


_ 第 3 新 東京 市 


エン トリ ー プ ラグ 内 で 果 
禁 と し て いた シン ジ は 、 
EVA の 頭 部 装甲 が 地 に 落 
ちる 音 で 我 に 返っ た 。 脇 
に ある ビル の 壁面 に は は EVA 
の 横顔 が 映っ て いる 。 その 
時 、 初 号機 の 眼球 が 復元 
し 、 まる で シン ジ を 見 つめ 
る か の よう に 視線 を 合わ せ 
る 。 それ を 見 ジ は 絶 
叫 し 、 気絶 し て し まう 。 


を 取り 戻し た 
シン ジ は 、 ビ ル の 


E 健 業 

V 在 火 

A で に 

の あさ 

カ っ 5 ら 

に た き 壁面 に 初 号機 の 頭 
EVA の 攻撃 で コ タチ キラ っ 部 が 映り こん で い 

裂 が 走る は 想 つ る の に 気づい た 。 
と 、 使徒 は EVA 明る 
を 巻き 込む よう し ませ EVA と 目 を 合わ せ た 
に 身体 を 球 4 た あわ 機 シン ジ は 恐 怖 の た め 
変形 させ "る は 失神 し て し まう 。 
®NERV 本 部 


勝利 の 報告 に も 補完 委員 会 は 冷や や か だ っ た 
回 収 作業 が 行なわ れ て いた の と 時 を 同じ くし て 人 類 補 完 委員 
会 の 会 議 が 開か れ て いた 。 委員 会 の 面々 は ゲン ドウ に NERV と 
エヴァ ン ゲ リオ ン を も っ と うま く 運 用 せよ と 苦言 を 呈し た うえ で 、 使 
徒 天 減 より も 人 類 補完 計画 こそ が NERV の 本 来 の 目的 で あり 急 
務 で ある と 強調 する 。「 そ の 計画 こそ が この 絶望 的 状況 下 に お け 
る 唯一 の 希望 な の 
我々 の ね 」 意 味 あり げ な 言 
葉 が 交わ され 、 いずれ に し ろ 
使徒 の 再来 に よる 計画 の 遅 
延 は 認め られ な いと 、 議長 の 
キー ル ・ ロ ー レ ン ツ は 固い 声 
で 述べ る の だ っ た 。 


EVA を | オモチャ] 較 
と 折 搬 する 委員 
会 の 面々 。 ゲ 
ドウ に 対す る 
ら の 態度 は どこ 回 
か 距 弄 的 で ある 。 
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シン ジ は 迎え に 来 た ミ サ 
ト と 共に 病院 を 出る こと と 
な っ た 。 だ が 、 エレ ベー ター 
に 乗 ろ うと し た と き 、 ゲン ド 
ウ が ドア の 向 ご 


そん な 父 か ら 思わ ず 顔 を 育 
け て し まう 。 ふた り が 動か 
な いま ま 、 再び ドア は 閉 ざ 
され て し まっ た 。 


レイ の と ころ へ 向 
か う 途 中 の ゲン ド 
ウ と 出くわし た シ 


ンジ だ が ……。 


父 の 視線 に 耐え 切れ ず 
に 目 を そら し て し まう 。 そ 
ふた 
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シン ジ が 目 を 党 ま し た の は NERV 内 に ある 脱 神 経 外科 の NERV 広 報 部 の 情報 操 実は 隠蔽 され た 0 
EUR SO の 使徒 と の 戦闘 が 行なわ れ た 現場 で は 、 破損 し た 初 号 摘 の 回 収 作業 と 調 ト 意 へ 
聞こ えて くる 。 シン ジ は ベッド へ 至 中 を 押 い [知ら な い 天 井 査 が 始ま っ て いた 。 半ば 溶解 し か か っ た 豆 部 装甲 が クレ ー ン で 運ば れ て い 2 
だ | と カ な くつ さや いた 。 や が で て 病 呈 か ら 出 た シン ジ が ぼん く 。 使徒 の 自爆 に よっ て 第 3 新 東京 市 で は ビル が 倒壊 し 、 大 き な 爆 発 孔 も 彼 取 路 
や り と 外 を 眺め で いる と 、 キャ スタ ー に 乗せ られ た 綾波 レイ 生じ て いた 。 これ は 少な か ら ぬ 被害 で ある が 、 一般人 に 対し て は 使徒 に 関 1 
が 廊下 を 運ば れ て きた 。 すれ 違う 利 那 、 ふた り の 視線 が 絡 する 情報 は 秘匿 し て お か な く て は な ら な い 。 NERV 広 報 部 は 即座 に 情報 操 子 レッ 

合っ た が 、 どちら も 言葉 を 発する こと は な か っ た 。 作 を 行ない 、 日 本 政府 に よる 公式 発表 を を コ 

病院 の 一 室 に 寝 か さ れ て いた は 、 真相 と は まっ た く 異な る も の に 成り に | に 】 
ジン ジン 先 は まで の 也 間 果て て いた 。 セカ ンド イン パク ト の 時 と た いり 


同様 、 隅 蔽 工作 が 行なわ れ た の で ある 。 
「 ま た も 事実 は 聞 の な か ね …・ 
業 に あたっ て いた ミサ ト は 、 テレ ビ の 緊 
急報 道 番組 を 眺め な が ら つ ぶ や いた 。 


爆 心地 に テン ト を 立 


廊下 に 出 た シン ジ は キャ スタ 回 収 作業 を 進め る ミサ 


ott it 民 副 号 嶋 部 
対 さ こび き の いで ン t さ 


購 諾 了 削 き と <mer 時 諾 提 処 


ー で 運ば れる レイ と すれ 違う 。 ト た ち 。 放射 線 な どの 議 貸 
レイ は に 視線 を 向け た 悪影響 を 警戒 し て いる 
も の の 、 を か け て くる こ め 、 分 厚い 作業 服 に 
と は な か っ た 。 身 を 包ん で いる 。 
A.D.2015 ミニ 第 3 新 東京 市 


第 3 新 東京 市 の 住民 と し て 迎 ララ 
え 入 れ ら れる こと に な っ た シン ミサ ト の マン ショ ン へ 連れ て 行か れ き 座 は 
ジ だ が 、 彼 が ひと り 甘 ら し を す か り 放 題 の 部 屋 と イン スタ ント 食品 に に 
る こと に な る と 知っ た ミサ ト は て 温泉 ペン ギン の ペン ペン と ( は ら た 
眉 を ひそ め 、 自 分 と 同居 させ る その 夜 、 一 室 を 与え られ た シン ジ は 、「 自 分 は な ぜ こ こ を 
人 に いる の か 」 と 自問 する 。 そ こ へ 現れ た ミサ ト は 「 あ な とみ 
自宅 同 が ok た は 人 に ほめ られ る 立派 な こと を し た の よ 。 0 
の いい 高 合 へ と シン ジ を 連れ 2 i る うな 


いい わ 」 と 静か に 告げ る の だ っ た 。 


ei 


出し た 。 夕 暮れ に 染まる 第 3 新 
東京 市 を 前 に ミサ ト は 告げ る 。 


一 部 屋 着 次 の ミサ ト 。 ショ 


ひと り 暮 らし の ほう が い 
いと 口 に し た シン ジ を 
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-A. STOPPAGE OPERATION 


Illustration by Takuya l 


共同 体 が 開発 し た 対 使徒 戦闘 用 無人 兵器 「 ジ ェ ッ ト ア ロー ン 」 は 、 完成 披 坊 記念 会 で の 公 試運転 に お いて 、 突如 、 制御 不能 に 陥っ た 。 葛城 一 尉 の 機転 に よっ て ジェ ッ ト ア ロー ン の 停止 に は 成功 す 


事件 その も の が NERV に よっ て 仕組 まれ た も の で あっ た 。 


日 本 政府 と 企業 共同 体 に よる 示威 行為 と 、 
NERV の シナ リオ 

一 般 に NERV は 、 国連 直轄 の 超 法規 的 組織 と し 
て 知ら れ て いる 。NERV の 任務 は 「 使 徒 ] と 呼ば れ 
る 存在 を 撃退 する こと で あり 、 その た め に 対 使徒 迎 
到 要 寒 都市 で ある 第 3 新 東京 市 を 建設 し 、 さ ら に 汎 
用 人 型 決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン を 建 
造 し た 。 し か し 、 それ ら の 建造 と 維持 に は 慕 大 な 費 
用 と 労力 が 必要 で 、「 人 類 の 未来 を 守る | と いう 「 立 
派 ] な 目的 を 掲げ て いて も 、 その 裏 に は 「 金 ] と いう 
現実 が 付き まとっ て いる 。 さら に NERV の 任務 の 性 
買上 、 あら ゆる 物品 一 一 特に 兵器 や 建築 資材 、 EVA 
の 生体 パー ツ な どー 一 は 消費 が 激しい た め 、 頻繁 
な 補給 が 必要 不可 欠 と され る 。 その た め 、 NERV と 
の 繋が り を 持つ 企業 は 必然 的 に 「NERV 利 権 」 と も 
いえ る も の の 恩恵 を 受け て いる の で ある 。 また 、 政 
治 的 に も 国連 直轄 と いう 立場 の た め 、 日 本 政府 の 
管理 下 に な い 点 も NERV の 特殊 性 を 際立た そ て い 


る と いえ よう 。 

NERV の 利権 に よっ て 英 大 な 利益 を 上 げ て いる 
組織 が ある 一 方 、 そ うし た 利権 の 恩恵 を 受け られ な 
いも の た ちゃ 存在 する 。 そ うし た 企業 は 、 単体 で は 
NERV と その 周辺 の 組織 に は 対抗 で き な い た め 、 ひ 
と つの 共同 体 を 形成 する に 至っ た 。[「 日 本 重化学 
業 共同 体 ] と 呼ば れる この 組織 に は 、 日 本 政府 の 関 
与 も 噂 され て いる 。 最も 信 滞 性 の ある 説 と し て 、 使 
徒 と の 戦闘 に お ける イニ シア ティ ブ を 失っ た 日 本 政 
府 が 、 日 本 重化学 工業 共同 体 の 結成 を 後押し し た 
と いう も の が ある 。 また 、 日 本 重化学 工業 共同 体 が 
日 本 政府 の 命 を 受け て 、 巨大 人 型 自 走 兵器 「 ジ ェ 
ッ ト ア ロー ン 」 (以下 J.A.) を 開発 し た こと も 、 この 説 
の 裏付け と な っ て いる 。 

日 本 政府 や 日 本 重化学 工業 共同 体 の 動き を NE 
RV が 察知 し て いな い は ず は な か っ た 。 第 3 使徒 と の 
閉 い の 際 、 国連 軍 の 将兵 の 問い に 碗 司令 が 「 そ の 
た め の NERV で す 」 と 答え た よう に 、 エヴァ ン ゲ リオ 
ン と NERV 以 外 の 存在 が 、 使徒 に 対抗 で き て は いけ 


な か っ た の で ある 。 J.A. の 建造 開始 を 知っ た NERV 
が 取っ た 具体 的 な 行動 に 関し て は 不明 な 点 が 多い 。 
通常 、 情報 収集 と 妨害 工作 な ど が 実施 され る が 、 
情報 収集 は と も か く 、 妨 害 工作 を 行なっ た 場合 、 
NERV に 嫌疑 が 掛け られ る こと は 確実 で ある 。 その 
た め 、 周到 な 用 意 の 元 に 計画 が 進め られ た と 推測 
され る 。 NEVR の 妨害 工作 は 、 J.A. を 破壊 する だ け 
で は な く 、 工作 その も の が 最大 の 影響 を 発揮 、 さ ら 
に 対 便 徒 戦 に お ける NERV の 必要 性 を アピ ー ル する 
よう な シナ リオ の 下 に 計画 され て いた 。 そ し て 、 旧 
東京 都心 で 行なわ れ た 完成 披露 記念 会 で の 公 試 運 
転 で 、 政府 や 共同 体 の 関係 者 の 見 守る 中 、 NERV 
の 書い た シナ リオ が 実行 され よう と し て いた 。 


sss ~~ 
日 本 重化学 工業 共同 
体 が 開発 し た 対 使徒 


か の 地域 


(| 
RNERV D 抗 す る た 
RR 日 本 国政 府 1 め に 書 造 され た 。 


= 本 偽 学業 
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NERV が 日 本 重化学 工業 共同 体 に 対し て 実施 し た 
妨害 工作 は 、 極め て 単純 な も の で あっ た 。 公 試 運転 
の J.A. を 制御 不能 と し 、 そ の まま リア クタ ー の 暴走 
に よる 自爆 も し く は 、 爆発 直前 に 何ら か の 手段 に よ 
っ て 正常 に 戻す と いう も の で あっ た (結果 か ら 見 れ 
ば 、 方 法 は 不明 だ が NERV が 停止 させ る 予定 で あっ 
た よう だ ) 。 葛城 一 尉 の 行動 以外 は 、 NERV の シナ 
リオ 通り に 進展 し て お り 、 この 事件 の 後 、J.A. に 関 
する 全て の 計画 は 白紙 と な っ て いる 。 また 、 妨害 工 
作 は NERV 謀 報 部 が 立案 、 実行 し た と され る 。 


ジェ ッ ト ア ロー ン 

J.A. は 日 本 重化学 工業 共同 体 ( て 開発 され た 、 
対 使徒 用 の 無人 口 る 。 内 部 に 搭載 し た 小型 
リア クタ ー( 原 子 炉 ) を 動力 源 と し 、 カ タロ グ ス ペ ッ ク 上 
で ある と され 


で は 連続 150 日 間 の 作戦 行動 が 可能 


の 目的 を 達 
、 今 回 は NERV に と っ て も いく つか の 
と は 間違い な い 。 ま た 


@EVA と 人 間 の 連携 
今回 の 作戦 で は 、EVA 
を J.A. に 接触 さ 

け に 使用 され た 。 


EVA の 汎用 性 が 十分 に 発 


転用 可能 で ある 。 揮 さ れ た ケー ス で も ある 。 


@ 情 報 管 理 の 徹底 
今回 、EVA や 使徒 に 関 
する 情報 が 外部 の 機関 に 流 
2 て いる こと が 明らか と 
流出 経路 の 解明 
午 の 情報 管理 の 徹 


完成 披露 記念 会 に お 
階 へ と 入っ て いた の で ある 


ョ J.A. の 暴走 と 停止 作戦 の 実施 


1 古 司 令 、 情 報 操作 の 報告 を 受け る 
生命 宮 に お いて 、 政府 へ の 情報 提 作 に 関す 
CR 


お いて JA 完成 披露 記念 会 が 開催 きれ 


た 。 記念 会 J.A. の 開発 責任 者 で ある と 時 田 と 赤木 
博士 の 中 で り 広 げ ら れ た 。 そ の 後 、 公 試 運転 
- 時 中 断 さ れ た 。 


の た め 、 会 は 


いて 列席 者 の 晃 守 る 中 、 に J.A. は 起動 し た 。 


し か し 、 こ の 時 点 で すでに NERV の 書い た シ 


ナリ オ は 最終 段 


NERV か ら の 出席 者 
上 は わずか 二名 。 会 の 
人 中 で 行なわ れ た 質 
疑 応答 で は 、 時 田 か 
ら EVA に 関す る 情報 
が 提示 され 


3 公 試 運転 開始 、 JA 制御 不能 と な る 
TA. の 公 試 運転 が 開始 きれ た 。 初期 起動 は 成功 、 歩 
4 し か し 、 その 直後 に 、 リ アタ ター の 

EE ー ル ルー ム は 緊急 停 


ー ル ルー ム の ある トー 
チカ を 踏み 抜き 、 歩 き 
続け た 。 


4 J.A. 停 止 作戦 、 開 始 


時 田 は 全 プ ログ ラム を る パス ワー ド の 使用 許可 


けし 、 葛城 一 尉 は 強制 停止 手段 
F 戦 の 実施 を 決定 し た 。 


葛城 一 尉 は EVA 初 号 
機 の 出撃 を 指示 。 時 
田 は パス ワー ド が 「 希 
望 ] で ある こと を 葛城 
一 尉 に 教え た 。 


5 葛城 一 尉 、J.A. へ の 乗り 込み に 成功 

EVA 初 号機 か ら 、 本 .A. へ と 乗り 移っ た 葛城 一 尉 は 機 
体内 部 へ と 侵入 し た 。 コ ント ロー ル パ ネ ル ま で 辿り 着い 
た 葛城 一 尉 は 時 田 か ら 教え られ た パス ワー ド を 打ち 込む 


6J.A. 停止 作戦 成功 

時 田 か ら 教 えら れ た パス ワー ド で は J.A. は 停止 し な か 
っ た 。 葛城 一 妹 は 、 制御 棒 を 強制 的 に 挿入 し 、 リア タタ 
に を させ よう と 試み た 。 炉心 融解 が 迫る 中 、 突如 、 
バス ワー ド が 認識 され 、 ].A. は 停止 し た 。 


7 赤木 博士 、 碗 司令 に 報告 
作戦 の 終了 了 後 、 ジ オフ ロン ト 

令 に 面会 し た 。 彼女 は 司 
する 妨害 工作 が シナ リオ 
この 事件 に より 、 本 A. 開 


帰還 し た 
令 に JA 
通り に 進ん だ こと を 報告 する 。 


J.A. が 制御 不能 | 
の 時 田 は 、 全 プロ 
使用 許可 を 日 本 政府 に 求め で いる 。 し か し 、 日 
本 政府 の 要職 に ある 人 々 は 、 事 態 の 重要 性 を 理 

も パス ワー ド 

の 開示 を 決定 し な か っ た 。 炉心 融解 の 危険 が 迫 
っ て いる に も 関わ ら ず 、 葉 細 な 問題 ( 
る 彼ら に 危機 盛 は 感じ られ な い 。 ご 

は 、 万 一 、 J.A. が 使徒 と 闘う こと が あっ た 
て も 、 そ の 能力 を 十 全 に 発揮 され た か は 疑問 が 
残る 。 現場 が も て る 力 を 完璧 に 先 畠 で きる 環境 
を 作る こと も 、 指 導 者 た ちの 役目 な の で ある 。 


確 


EVA 初 号機 は 、 葛 城 
一 尉 を 手の平 に 乗せ 、 
走っ て J.A. に 接近 、 背 
面 の 取手 を 掴ん で 一 
時 的 に 動き を 封 ! 


J.A. の 停止 に 関係 者 、 
歓喜 の 声 を あげ た 。 し 


か し 、 葛 城 
と の 一 件 が 信組 まれ 
を る こと に 気 


| 


直 任 の 所 在 が 明 | 


な いと い 人 
政府 の 持 
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機関 の 発足 と その 概要 


時 に 西暦 1945 年 、 国連 憲章 に 調印 し た 加盟 国 の 
大 半 が これ を 公式 に 承認 し た こと を 受け 、 国際 平和 
と 安全 の 維持 を 中 心 に 、 経済 、 社会 、 文化 、 人 道 的 
性 質 を 有する 国際 問題 の 解決 と いう 目標 を 掲げ た 機 
関 が 発 足 し た 。 様 々 な 国 の 問題 を 話し 合い 、 妥当 
と 思わ れる 措置 を 実行 で きる 、 いわ ば 主権 国家 組合 
の よう な 世界 規模 の 機関 一 国際 連合 こと 国連 (Uni 
ted Nations) の 誕生 で ある 。 発足 以来 、 加盟 国 の 
尽力 に より 目標 の 達成 を 目指 し て きた 国連 だ が 、 軍 
事 大 国 、 経済 大 国 の 思惑 に 左右 され や すい と いう 側 
面 が あっ た こと も 否定 で きず 、 その 結束 は 決し て 一 
枚 岩 と は 言い 難い も の だ っ た 。 

し か し 、 西暦 2000 年 、 そ の 体制 に 変革 期 が 訪れ 
る 。 南極 で 発生 し た 正体 不明 の 大 爆発 (のち に セカ 
ンド イン パク ト と 呼ば れる ) に よっ て 南極 大 陸 が 氷解 
し た うえ 、 全 世 界 規 模 で 気候 が 変動 する と いう 大 災 
害 が 発生 し た の だ 。 この 人 災害 に より イン ド 、 パ キ ス タ 
ン 間 で 難民 同士 の 衝突 が 発生 。 さら に ヨル ダン 、 カ 
ン ボ ジア 、 ロシア 等 で も 暴動 、 紛争 が 連鎖 的 に 発生 
し た 。 終息 する 気配 を 見 せな いこ れ ら の 衝突 に より 、 
さら な る 結束 を 必要 と し た 国連 は 、 バレ ンタ イン 休 
戦 臨 時 条約 を 締結 。 アメ リカ 、 アジ ア と アフ リカ の 
主要 国 、 欧州 各国 が 条約 に 調印 し た こと に より 、 国 
連 加 盟 各 国 は 自国 軍隊 を 国連 軍 に 委託 する こと と な 
る 。 これ に より 紛争 地 か ら の 戦闘 の 排除 が 促さ れ 、 
和 災害 か ら の 復興 に 力 を 注ぐ た め の 下 地 が 用 意 され る 
一 方 、 国連 は 史上 類 を 見 な い 強 大 な 軍隊 を 指揮 下 
に 置く こと と な り 、 その 発言 力も 急速 に 増大 し た 。 

一 方 、 そう いっ た 世界 の 流れ の 裏 で 、 国連 は 秘密 
結社 ゼー レ と 共に 独自 の 研究 施設 、 人 工進 化 研究 
所 を 設立 。 汎 用 人 型 決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン 
ゲ リ オ ン と 、 第 7 世代 スー パー コン ピュ ー タ シス テム 
MAGI に 関す る 研究 を 推進 し て いた 。 さら に その 調 
査 、 研 究 の 場 は ゲ ヒ ルン に 移行 し 、 最終 的 に は 、 
連 直 属 の 特務 機関 NERV へ と 引き 継が れ た 一 一 。 
NERV の 設立 目的 は 、 は か ら ず も 2015 年 、 第 3 使徒 
襲来 に よっ て 公 の も の と な る が 、 これ ら を 連続 する 
一 連 の 事象 と し て 捉え た 場合 、 国連 は 早期 に 使徒 襲 
来 (ある い は それ に 類する 脅威 ) を 予見 し て いた こと 
と な る 。 な ぜ 使 徒 襲来 を 予見 し 得 た の か 、 国連 軍 す 
ら 手 の 打 ちよ う が な い 使 徒 に 対抗 し うる EVA と は 何 
な の か 一 一 、 それ ら の 謎 が 明る み に 出 る こと は な い 
も の の 、 国連 が その 絶対 的 な 発言 力 を 背景 に 、 国際 
平和 と 安全 の 維持 と いう 命題 を 一 般 に は 非 公開 の 
「 何 か 」 に 変貌 させ て し まっ た こと は 事実 で ある 。 


四国 連 軍 8 国連 所 国 の 
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2015 年 に 否応 な く 対 使徒 戦略 と いう 命題 を 突き 
つけ られ た 世界 に お いて 、 国連 は 絶対 的 な 発言 力 を 
持つ 。 使徒 が ら み の 事象 に お いて は 、 必要 に 応じ て 
議会 へ の 口 封じ 、 大 衆 向け の 情報 操作 ( 陽 蔽 工作 ) 
が 行なわ れる 。 た だ し 、 具体 的 な 使徒 迎撃 作戦 は 国 
連 直 属 の 特務 機関 で あり 、 使徒 に 対抗 し うる EVA を 
所 有する NERV に ゆだね られ る 。 この 場合 、 作戦 内 
容 に より 国連 軍 は も ちろ ん 、 そこ に 組み 込ま れ な い 
各国 固有 の 軍隊 すら その 方 策 に 従わ ざる を 得 な い 。 

な お 、 NERV が 請求 する 予算 に つい て は 人 類 補完 


委員 会 が 監査 、 確保 する 。 し か し 、 一 応 の 質疑 は あ 
る も の の 、 その 額 が いか に 膨大 で あっ て も 予算 が 承 
認 さ れ な い 事 態 は な いよ うだ 。 


1 人 
結果 を 

ンド イン パク a 
声明 。 情 報 操作 が 
行なわ れ て いた が 、 そ 


関連 する 組織 ・ 施 設 。 


セカ ンド イン パク ト か ら 使 徒 襲 


形態 と な っ て いる . ーー 
の と な っ て いる 。 
国連 に お いて は 、 基本 的 に 加 乙 国 の 意思 が その 活動 に 反 限 が 大 幅 に 強化 され た 。 加盟 国 で あれ 、 そ の 方 策 に ほぼ 無 条 
映 さ れ て いた が 、 バレ ンタ イン 休戦 四 時 条約 締結 以降 、 加盟 ” 件 で 従わ ざる を 得 な い 状況 と な り 、 国連 その も の が 「 世 界 の 
国 は 自国 軍隊 を 国連 軍 に 委託 する こと に な る な ど 、 互 い に 力 中心] と いっ た 様相 を 呈し て くる 。 結果 、 国連 直属 の 組織 、 そ 
を 合わ せ て 復興 に 力 を 注ぐ と いう 姿勢 が 色濃く な る 。 さら に 、 の 上 位 組織 な どの 活動 に 関し て は 超 法規 化 され 、 加盟 国 は 表 
人 類 が 使徒 の 舞 来 に 蝶 さ れ た 2015 年 に お いて は 、 国連 の 権 向き に は それ ら を 監視 、 干渉 が で き な い 状態 に 置か れ た 。 
連 プ 組織 構成 と 加盟 国 の 関係 
セカ ンド イン バク ト 後 の 世界 で 、 人 類 再 異 の に i ト え 小 艇 員 会 
旗手 と な っ た 国連 。 2015 年 に お いて は 国連 軍 0 0 
人 類 補完 委員 会 その 一 方 で 、「 人 類 補 完 計 画 ] な る も の を 検 
の ほか 、 独 自 の 調査 、 研 究 を 押し 進め て きた 人 PO 
NERV と 人 類 補 完 委 員 会 が 活動 の 要 を 担っ で SN 8 
いる 。 
使徒 の 調査 、 研究 、 捕獲 、 残 滅 な ど を 目的 と 
NERV する 国連 直属 の 特務 機関 で 、 実質 的 に は 国 
運 軍 (及び 加 四国) の 上 位 に 位置 する 存在 。 
全 世 界 的 な 規模 を 持つ 軍隊 。 戦力 は 加 陸 国 
の 軍隊 で 構成 され て お り 、 国連 の 指揮 下 に 町 
か れ た うえ で 、 各 方 面 に 割り 振ら れ で いる , 
各国 の 軍事 力 を 集結 し 、 庭 史上 類 を 見 な い 規模 の 軍隊 と な 人 国連 軍 
っ た 国連 軍 。 し か し 、 使徒 残 減 ( あ る い は 人 類 補完 計画 ) が 最 マテ 


優先 と な る 2015 年 か ら NERV が 台頭 。 対 使徒 戦略 に お いて は 
EVA を 要する NERV が 主導 権 を 握り 、 国連 軍 は その サポ ー ト 役 
に 追い や られ た 。 な お 、 国連 傘下 の 組織 で あり な が ら 、「 人 類 補 
完 計画 の 遂行 」 を 至上 命題 と し て いる 人 類 補完 委員 会 は 、 他 
の 組織 と 一 線 を 画 し た 位置 に いる 。 彼ら の NERV を 監視 する 
と いう 役割 は 、 あ くま で 計画 を 潜り な く 遂 行 する た め の 作業 に す 
ぎ な い 。 さら に 人 類 補完 委員 会 は 、 ゼー レ の 支配 下 に ある と い 
っ て も 過言 で は な い 。 結果 的 に 、 使徒 襲撃 以降 の 世界 は 、 国 
連 で は な く ゼ ー レ を 中 心 に 動い て いる と いえ る だ ろう 。 


に よる 総 攻撃 を 加え る 国連 第 2 方 面 軍 。 さ 
雷 を 使用 し た も の の 、 UE AG わ 33 [ 使 


セカ ンド イン パク ト 後 、 国 
際 復 興 協 調 路線 を 掲げ る 国 
連 の 下 に 組織 され た 軍隊 。 
2015 年 の 第 3 使徒 襲来 以降 
は 、 同じ く 国連 の 組織 で あ 
る NERV と 共同 し て 使徒 工 
滅 作戦 に あたっ て いる 。 た 
だ し 、NERV と の 間 に は 若 
干 の 皿 國 が あり 、 その 結束 
は 強固 と は 言い 難い 。 


す 重 戦闘 機 


ンド イン バク ト 後 の 
する 世界 に 規律 を 
取り 戻し た 、 全 世界 
模 の 強大 な 軍 | 
し 、 対 使徒 戦 に お いて 
貴 は 、 その 通常 兵力 は 抑 | 


止 カ た り 得 な か っ た 。 


e 人類 補完 委員 会 


汎用 人 型 決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 
エヴァ ン ゲ リオ ン を 保有 し 、 使徒 
に 対抗 し うる 唯一 の 戦力 と な っ て 
いる 超 法規 的 組織 。 国 連 直 属 の 
組織 と 言わ れ て いる も の の 国連 の 
指示 を 受け る こと は な く 、 実質 的 
に は 人 類 補 完 計画 の 推進 を 目指 
す ゼ ー レ の 指揮 下 に ある 

EVA 初 号機 


の 機関 で あり 
動 が 不 透 
\NERV。 
日 本 国政 府 
の 存在 を 危 


NERV を 監視 する 役目 を 担う 小 
委員 会 。 NERV の 活動 状況 の 確 
求 予 算 の 監査 、 確保 な ど を 
主 な 職務 と する 。 ゼー レ の メン バ 
ー で ある 米 、 英 、 仏 、 露 の 代表 者 
4 名 と 、 議長 を 務め る キー ル ( 独 ) 
に よっ て 構成 され て お り 、 実質 的 
に は ゼー レ の 下部 組織 と いえ る 。 


キー ル ・ ロ ー レ ン ツ ッッ 


人 類 補完 委員 会 の 会 
合 の 場 に お いて 、 常に 
上 座 に 着い て いる キー 
ル 。 メン バー の 中 で も 、 
議長 で ある 彼 の 発言 カ 
は 甚大 な も の だ 。 
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EVA 輸送 シス テム 


EVA TRANSPORT SYSTEM 


使徒 は すべ か らく 第 3 新 東京 市 を 目指 し て 侵攻 す 
る 。 これ は 既存 の 使徒 の 動向 を 観察 すれ ば 明白 で あ 
る ( 杏 死 海 文書 に も その こと を 指し 示す 記述 が ある 。 
し か し この 場合 、 使徒 が 目指 す も の は アダ ム で あり 、 
その た め 第 3 新 東 京 市 も し く は その 地下 に 建造 され た 
ジオ フロ ント に アダ ム に 関係 する 物体 が 保管 され て い 
る と 推察 され る )。 第 3 新 東京 市 が 「 要 塞 都市 」 と 呼ば 
れ 、 各種 迎撃 用 兵 装 や 対 使徒 用 決戦 兵器 エヴァ ン 
ゲ リ オ ン が 配備 され て いる の も その た めで ある 。 つま 
り 第 3 新 東京 市 は 、 EVA が 使徒 と の 戦闘 を 演ずる コ 
ロシア ム と し て 建造 され た の だ が 、 これ に 関し て は 建 
設 当初 か らい くつ か の 問題 点 が 提起 され て いた 。 

最大 の 問題 は 「 本 当 に 使徒 は 第 3 新 東京 市 に 向 か 
っ て くる の か 」 と いう も の で あっ た 。 杏 死 海 文書 の 語 
遠 に ある と は いえ 、 実際 の 使徒 の 動向 は その 時 に な 
つて みな けれ ば わか ら ず 、 そん な 不 確 定 な 情報 だ け を 
頼り に 対 使徒 用 の 戦 カ ーー 特に EVA- 一 の 運用 範 
囲 を 第 3 新 東京 市 に 限定 し て いい の か 、 と いう 疑問 が 
示さ れ た の だ 。 さら に 使徒 は 複数 個体 が 存在 する と 
いう 記述 も あり 、 その 場合 に 第 3 新 東京 市 の 戦力 だ 
け で 獲 減 が 可能 か と いう 疑問 も 生じ た 。 単体 で も 使 
徒 の 戦闘 能力 は 強大 で あり 、 よし ん ば 残 減 に 成功 し 
た と し て も 第 3 新 東京 市 や EVA の 損害 も 甚大 な も の 
に な る で あろ う 。 そ し て 復旧 も まま な ら な い 時 に 新た 
な 使徒 が 出現 し た 場合 、 残さ れ た 戦力 だ け で 使徒 を 
居る の は 至難 の 業 と 言わ ざる を 得 な い 。 使徒 に 対す 
る 戦力 を 第 3 新 東京 市 に 集中 させ る こと に よっ て 発生 
する だ ろう 、 これ ら の 幣 害 が 亭 慮 され た の で ある 。 

これ を 解消 する べく 提起 され た の が EVA の 長 距離 
輸送 シス テム の 確立 だ っ た 。 第 3 新 東京 市 に 設置 さ 
れ た 重 火器 を 動か すこ と は まま な ら な い が 、 人 型 を 模 
し た EVA な ら 必 要 に 応じ て 戦場 を 移動 させ る こと が 
で きよ う 。 使徒 の 移動 コー ス が 確定 すれ ば その 線上 
に EVA を 配備 し 、 水際 で の 迎撃 も 可能 に な る ーー こ 
の よう な 思惑 か ら EVA の 建造 と 並行 し て その 輸送 シ 
ステ ム の 構築 が 計画 され た 。 だ が 電力 で 稼動 する 
EVA は 完全 な 独立 兵器 で は な く 、 電力 供給 ライ ン の 
確保 を は じ め と する 様々 な バッ クア ッ プ が 必要 と され 
た 。 その た め 輸 送 シス テム の 確立 は 難航 し た が 、 その 
有効 性 は いく つか の 実戦 (浅間 山 火 口内 で の 戦闘 や 
相模 湾 沿 岸 で の 戦闘 ) で 実証 され て いる 。 
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本 EVA 輸 送 チ ー ム / 構 成 図 


ささ 


第 3 新 東京 市 外部 で 便 徒 を 贅 
減 す る た め 、 予測 針路 上 に EVA 
を 配備 する の が [EVA 輸送 チー 
| ム 」 の 主任 務 だ が 、 実際 の 任務 は 
それ だ け に 留まら な い 。 前 述 し た 
| よう に EVA は 完全 な 独立 機動 兵 
| 回 と は 足り え ず 、 その 起動 に は 外 

部 電力 を 必要 と する た め だ 。 また 
J} 的 確 な 残 滅 戦 を 実行 する た め に 
は 指揮 官 の 同行 が 不可 欠 で あり 、 情報 収集 を 行なう 
技術 者 や 報道 管制 を 担当 する 警備 班 も 必要 。 結果 、 
輸送 チー ム は 複数 の 混成 班 で 構成 され て いる 。 


EVA の 起動 と 運用 、 さ ら に 
バッ クア ッ プ に は 多数 の 機材 
や 人 員 が 必要 と な る た め 、 遠 
征 で は 各種 車輌 に よる 長 國 
の 列 が 作ら れる 。 


ーー 
ft 


で 洗 層 


に に lncA7aT li 
re 


機体 輸送 担当 碧 

EVA 本 体 の 輸送 を 担当 する 班 で あり 、 彼 ら の 迅速 な 行 
動 が 第 3 新 東京 市 以外 で の 戦線 の 確立 を 可能 に し て いる 。 
と は いえ 使徒 は 神出鬼没 で あり 、 出 現し て か ら 移 動 コ ー 
ス を 算出 する こと に な る た め 、 実戦 で は 後手 に 回 っ て し ま 
うこ と も 多い 。 唯一 の 救い は 使徒 の 移動 スピ ー ド が さほど 
早く な いこ と で あり 、 輸 送 準備 と 輸送 ス ビ ー ド を 向上 す 
る こと で 、 防衛 線 の 素早 い 確立 を 目指 し て いる 。 


困 サポ ー ト 班 っ SS お 

サポ ー ト 班 の 主任 務 は EVA の 動力 と な る 電力 の 確保 に あ 
る 。 第 3 新 東京 市 と は 違っ て 輸送 先 に EN 
は ず も な く 、 サポ ー ト 班 は 外部 
コン セン ト 車 輌 と 電源 車 を 使 
っ て EVA に 電力 を 供給 する こ 
と に な る 。 また 不測 の 事態 に 
対処 すべ く 予 備 の 兵 装 や 補給 
物資 、 電 源 ケ ー ブ ル な ど を 運 
搬 する 必要 が あり 、 多種 多様 
な 車輌 で 構成 され て いる 。 


回 指揮 担当 斑 


第 3 新 東京 市 外 の 戦闘 に お いて は 、 NERV か ら の 指示 を 仰 


外部 コン セン ト と ソケット を 
用 い 、 電力 供 給 を 行なう 。 


一 外部 コン セン ト 車 輌 。 
クレ ー ン で 吊り 下げ た コ 
ン セ ント を EVA の 育 部 に 
接続 する 役目 を 担う 。 


一 EVA の 生命 線 と ちい うべ 
電力 を 供給 する 電源 車 。 こ 
れ が 複数 台 つら な る こと で 、 必 、 
要 な 電力 を 確保 する 。 


ー 大 型 トレ ー ラ ー | 
| 
| 


いで いた の で は 好機 を 逸し て し まう 可能 性 が 高い 。 そこ で 実際 | の コン テ ナ 内 が 
の 指揮 は 、 移動 指令 部 と し て の 機能 を 有する 戦闘 指揮 車輌 | 移動 司令 部 と し 
か ら 発 令 され る こと に な る 。 情報 収集 能力 を 高め た 車両 内 に | Ms 
は 複数 の モニ ター が 設置 され 、 そこ か ら 得 られ る 戦闘 デー タ を ET 
状 ーー- 放 年 休 錠 宮 が 拓 : チク に 設置 され た 板 | 
9 。 元 に 戦術 作戦 部 士 宮 が 指揮 を 執る 。 また 科学 技術 班 担当 者 i | 
は 回 収 班 が 機体 を 収容 。 状 の ユニ ッ ト は レ 
軸 に まる 情報 | も 同乗 し 、 必要 デ ー タ の 収集 、 分 析 を 行なう 場合 も ある 。 | 
操作 も 行なわ れる 。 
専 巨 昌 EVA 専 用 長 距離 輸送 機 
| RR ao EVA の 長 距離 輸送 目的 に 新造 され た 
人 | 全高 40m を 超え る 人 型 兵器 で x 吉本 機体 。 巨体 を 支え る た め に 必要 な 揚力 を 効 
| 、 つ 的 確 に 給 * IN 率 的 に 発生 させ る た め に 全 要 機 と いう 形状 
と = CHKGRS の 264 に fe® 6 ー 後 方 に 見 える EVA と 比較 が 採用 され た 。 その た め 移 動 ス ビード は や 
そ を | する に は 既存 の 輸送 シス テム で は SN ラー すれ ば 、 本 機 の スケ ー ル が 実 や 劣る も の の 安定 し た 飛行 が 可能 。 また 航 
| i 応 。 その た め 新 た “< 感 で きよ う 。 これ だ け の 巨体 続 距 離 に も 優れ 、 EVA を 搭載 し た まま で 太 
対応 し きれ ず 、 その た め 新 た な 機 の 、 空 に 浮か べ る た 
4 由 体 が 建造 され る こと に な っ た 。 そ 5 か る た め 、 才 陸 。 平 洋 を 横断 で きる 。 本 機 の 登場 に よっ て 、 
こと に な っ た 。 に は 専 Cg 2 て 2 
ち と N ーー を 装備 する 必要 が ある 。 地形 の 影響 受け ず に EVA を 短 時 間 で 目 
うす | の 際 、 道 路 や 線路 と いっ た 既存 人 、 的 地 に 輸送 する と と が 可能 と な っ た 。 
の 交通 シス テム に 依存 する も の は いこ 
る る 
機 | 季 下 され た 。 神出鬼没 の 使徒 に ー グ 
能 | 装 記し され な いこ と が 懸案 され た 
護 た めで ある 。 結果 と し て EVA 専用 作戦 エリ ア に 接近 し た 輸 


輸送 シス テム に は 航空 機 が 採用 され た の だ が 、 それ 
に し て も 既存 の 輸送 機 で は 対応 で きず 、 新た に 専用 
の 輸送 機 を 建造 する 必要 に 迫 られ た の だ っ た 。 


量産 型 EVA の 輸送 


産 型 


送 機 は ガイ ドレ ー ル を 展開 
し て EVA を 投下 する 。 EVA 
の 脚 部 は 数 十 一 数 百 m 
落下 の 衝撃 を 吸収 する こ 
と が で き 、 降下 直後 か ら 作 
戦 行動 が 可能 で ある 。 


呈 弐 号機 輸送 用 改造 タン カー 

ドイ ツ 支 部 か ら EVA 弐号 機 を 運搬 する た め に 使用 され た 改造 タン 
カー は 、 正確 に は EVA 専用 の 輸送 装備 で は な い 。 弐号 機 の 輸送 は 
国連 所 属 の 太平 洋 艦隊 が 担当 し た の だ が 、 EVA の 巨体 を 運べ る だ 
け の 装備 が な い 彼 ら は 、 タン カー を 改造 し て その 任 に あて た の 
で ある 。 EVA を 運搬 する だ け な ら ば 、 
この 程度 の 装備 で も 充分 だ と いう 見 
込み が あっ た の だ ろう 。 


タン カー 内 の 弐号 閥 は LC.L. に 條 た 流 
体 に 半ば 浸っ た 状態 で 運ば れ て いた 。 


1 艦内 の 原油 タン ク に 弐号 
機 を 横 た えて 運 ぽ うと し た 
らし い の だ が 、 そ れ で も 全 
部 は 収まり きら ず 甲板 か ら 
起 出 し て し まっ た 部 分 に は シ 
ー ト を 被せ て いる 。 
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F 型 装備 


EVA の Flight 装 備 と 思わ れる 。 オプ ショ ン 装 備 の ひと つ で 、 
EVA 長 距離 輸送 機 か ら 空中 降下 させ る 際 な ど に 必要 な 装備 
で あろ う 。 第 七 話 に お いて J.A. を 止め る た め 、 葛 城 ミ サト が 
初 号機 の F 型 装備 を 日 向 マコ ト に 要請 し て いた 。 外見 上 の 変 
化 は な いた め 追加 の 外装 や 装備 で は な いよ うだ が 、EVA の 
空中 降下 に 備え 、 落 下 時 の 衝撃 を 和らげ る た め の 機 構 な ど 
が 組み 込ま れ て いる と 考え られ る 。 


F 型 装備 | 


ゲー ム 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2 」 に 登場 する 初 号機 の 最 
後期 型 。 AFC エ クス ペリ メン ト (フィ ー ル ド 偏 向 制御 運用 
実験 機 ) は 、A.T. フ ィ ー ル ド 利 用 の 新 技術 を 用 いた EVA の 
オプ ショ ン 装 備 で ある 。 装甲 に 沿っ て AT. フ ィ ー ル ド を 纏う 
「A.T.F. 偏 向 器 ] 内 蔵 の 新型 装甲 と 、 閉鎖 型 A.T. フ ィ ー ル ド 
を 用 いて 大 推力 を 可能 に する 「A.T.A.D. ジ ェ ッ ト 推 進 器 」 
を 装備 。 追加 され た 武器 に は 、 超 至近 距離 専用 の 逆 位相 兵 
器 「 イ ン パ クト ボ ポルト 」 と 、 よ り 格 闘 向け の 刃 に 鍛造 され た 
「 プ ログ レッ シブ ・ ダ ガー」 が ある 。 攻防 共に 強化 され て い 
る も の の 、 通 常 装備 に 比べ て 3 倍 の 重量 を 持つ に 至り 、 機動 
性 は 低下 し て いる 。 な お 、 実験 機 の 名 称 が 示す 通り AFC は 
完全 に 確立 され た 技術 と は いえ な い 。 そ の た め 非 常に 不安 
定 で あり 、 信 頼 性 に 欠け る 装備 と いえ よう 。 

登場 作品 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2] 


L.C.L. 


操縦 者 が EVA に 搭乗 する 際 、 エ ント リー プラ グ 内 に 注入 さ 
れる 多面 的 性 質 を 持つ 水溶 液 。 液体 内 に は 酸素 が 含ま れ て 
お り 、 操 縦 者 は 肺 か ら 直 接 L.C.L. 内 の 酸素 を 取り 込む た め 
潤 れ る 心配 は な い 。 神経 接続 に 不可 欠 の 液体 と 見 られ 、 操 
縦 者 を 衝撃 か ら 保 護 す る ほか 精神 防壁 と し て の 役目 も 果 た 
す 。 L.C.L. の 純度 は 限り な く 100%% に 近い 状態 で エン トリ ー 
プラ グ 内 に 満た され る 。 第 2 次 コン タク ト で 神経 接続 を 開始 
し 、 L.C.L. に 電荷 する こと で 分 子 配列 の 変化 を 促し 、 擬 似 
的 な スク リー ン 形 成 を 行なう 。 ま た 、 液 体 自体 は 浄化 能力 
を 持つ が 、 生 命 誰 持 モー ド と は いえ 16 時 間近 く 経 つと 浄化 
能力 は 低下 する よう だ 。 生命 の 源 と も いわ れ て お り 、A.T. フ 


ィ ー ル ド を 失っ た ヒト は LC.L. と 化し て し まう 。 な お 、 一説 
だ と LC.L. は 「Link Connected Liquid」 (同調 接続 用 液体 ) 
の 略 と も いわ れる 。 L.C.L. の 源 と な る も の は リリ ス の 体液 と 
見 られ 、「L」 は 「Lilith] の 略 と も 考え 得る だ ろう 。 


だ 【 で 


は 音色 味 の か か っ た 液体 で 、 生臭い 血 の よ うな 匂い を が 


| L.C.L. 圧 縮 濃 度 


し L.C.L. 圧 縮 濃 度 を 限界 まで 上 げ る こと で 、 エン トリ ー 


内 の 和 シ ンジ は 肺 の 酸素 を 吐き 出す よう に し て 気絶 し た 。 こ 
の こと か ら 、 圧 縮 濃度 を 上 げ る こと で 肺 か ら 直 接 行なっ て 
いた 酸素 交換 (すなわち 呼吸 ) が 不可 能 に な る と 推測 され 
る 。 在 ゲン ドウ の 指示 で 成 さ れ た が 、 伊 吹 マヤ の 反応 か ら 
する と 危険 な 手段 な の で あろ う 。 


初 号 機内 に 立て こも 
っ た シン ジ に 対し 、 
強制 排出 の 手段 と し 
て 使用 され た 。 


| L.C.L.PURITY 
| 


L.C.L. の 純 性 度 。 ハ ー モ ニク ス 実 験 中 に ある 「MENTAL 
TOXICITY LEVEL] (精神 汚染 レベ ル ) と いう モニ ター 表示 
に 純 性 度 が 表示 され て いる 。 ほ ぼ 1009%% の 純度 を 用 いて いる 
が 、 テ スト の た め に 高 純度 の L.C.L. を 使用 し て いる と いう 可 
| 能 性 も 考え られ る 。 


0 
ーー rd 


99.9999989% と モ 
ニタ ー 上 に あり 、 限 
りな く 10096 に 近い 
純度 で 使わ れ て いる 
こと が 分 か る 。 


陣 


L.C.L. プ ラン ト 


ター ミナ ルド グマ に ある L.C. の 生産 工場 。 ヘ へ ブン ズ ド ア を 
抜け た 先 に あり 、 ア ダム と 偽 ら れ て いた リリ ス の 肉体 が 幽閉 
され て いる 。 そ の 肉体 か ら 流 れ 落 ちる 体液 は LC.L. と 酷似 し 
て いる 。 


LC.L. は まる で リリ ス の 子宮 か ら 滴り 落ち て いる よう に も 見 える 。 


| ELEE 


ee 


使徒 の アル ファ ベッ ト 呼 称 。 MAGI 等 の モニ ター 上 で は こう 
表示 され 、 訳 は 「 天 使 ] と な る 。 天使 は 神 の 御 使い と され 
る 存在 で あり 、 NERV で は 使徒 に 天使 の 名 を 冠 し て 呼称 。 人 
類 の 天敵 と し て 位置 づけ 、 残 減 対象 と し た 。 な お 、 使徒 は 
英語 に する と 「apostle] と な る 。 


ANGEL と 呼称 され る 使徒 。 そ の 名 の 通り の 存在 だ 
は 神 の 代理 人 た る モノ と 敵対 し て いる と いう 構図 に な 


モン トド トリ ラブ ラク 


脱出 機構 を 兼ね た EVA の 操縦 席 。 細長 い 円 筒 状 を し て お り 、 
内 部 は L.C.L. で 満た され る 。 上 部 の メイ ンス ライ ドカ バー を 
開い て 操縦 者 の 座席 を 内 部 に 収納 。 こ れ を EVA 本 体 の 疹 菩 
部 分 に 挿入 し て 起動 準備 が 可能 と な る 。 エ ント リー プラ グ 
に は 脱出 用 ロケ ッ ト ノ ズル 8 機 と パラ シュ ー ト 機能 が あり 、 
非常 時 の た め の エ ジェ クシ ョ ンカ バー と 非常 ハッ チ を 持つ 。 
し か し 、 零 号機 の も の は プロ ト タ イ プ の た め エ ジェ クシ ョ ン 
カバ ー は な く 、 脱 出 用 ロケ ッ ト ノ ズル は 4 機 し か 備わっ て い 
な い 。 ま た 、 エ ント リー プラ グ 内 に ある 座席 に は 、 操縦 者 の 
意志 を ダイ レク ト に 伝え る コン トロ ー ル ・ レ バー や 狙撃 用 の 
バイ ザー な ど を 有 す 。 そ の は ほか 座席 後部 に は 巨大 ディ スク ド 
ライ ブ が 収め られ 、 背 面 に は 製造 年 月 の 刻印 が 見 て 取れ る 。 
この 座席 前 部 に は プラ グ 内 で 安定 させ る た め の フ ィ ン を 備 
え 、 後 部 移動 用 フィ ン に よっ て エン トリ ー プ ラグ 内 の レー ル 
を 上 下 し 、 プ ラグ 深度 の 調整 を 行なう 。 深 度 は 下 に 移動 す 
る に つれ て シン クロ 率 が 高まり 、 比 例 し て 精神 汚染 の 危険 
も 上 昇 す る と 思わ れる 。 な お 、 綾 流 レ イ は エン トリ ー プ ラグ 
を 「 魂 の 座 」 と 称し た 。 


| 伊吹 マヤ の 私 服 に 書い て あっ た 名 前 。 お そら く T シ ャ ツ の ブ 


ラン ド 名 だ と 思わ れる 。 


際 の 私 服 。 


エン トリ ー プ ラグ 内 部 座席 は 、 操縦 者 に フィ ッ ト し た 造り を 持つ 。 


| ント リー ラク 由 スク リー ン 


光学 カメ ラ か ら 取 り 入れ た 映像 を 映し 出す EVA の スク リー 
ン シ ス テム 。 真後ろ 以外 は 広く 視界 を カバ ー し て いる 。 


エク スト ラシー ト 


xtra Sheet 


電荷 され た L.C.L. が 
分 子 レ ベル で 配列 変 
換 さ れ 、 擬 似 スク リ 
ー ン の 形成 を 行なう 。 


エン トリ ー プ ラグ 内 通信 用 ウィ ンド ウ 


EVA 操縦 者 同士 の 双方 向 映像 回 線 。 搭乗 機体 の 型式 番号 
が 表示 され た ウィ ンド ウ 内 に 、 会 話 中 の 操縦 者 を 映し 出す 。 
な お 、NERV 本 部 の モニ ター に も ウィ ンド ウ は 表示 され る 。 


音声 だ け で は な く 会 話 相手 の 顔 も 表示 され る リア ル タ イム の 到 方 向 
回 線 で 、 複 数 の 相手 を 同時 に 表示 可能 。 


@ CATEGORY 


近江 屋 


第 捨 話 に お いて 、 第 8 使徒 サン ダル フォ ン 残 減 後に 確 シン ジ 
た ち が 訪 れ た 温泉 旅館 の 名 前 。 軽井沢 な ど 地元 の 温泉 だ と 
思わ れる 。 当 日 は NERV 一 行 の 貸し 切り と な っ て いた 。 な 
お 、NERV 一 行 宛 に 加持 リョ ウジ か ら の クー ル 宅 急便 が 居 
く 。 そ の 中 に は ペン ペン の 姿 が あり 、 温 泉 ベ ペン ギン と いう 新 
種 だ け あっ て 温泉 を 堪能 し て いた 。 


温泉 街 の 一 角 に ある 
近江 屋 。 落ち 着い た 
倍 ま い を 醸す 老舗 旅 
館 で あろ う 。 


大 井 サツキ 


ゲー ム 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 和 シ ンジ 育成 計画 ] に 登 
場 する オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター。 MAGI カ スパ ー の 主任 オペ 
レー ター で 階級 は 三 尉 。 ロ シア 人 と の ハー フ で 、 ス ラブ 系 の 
顔立ち を し た 長髪 の 美女 で ある 。 繊細 な 芸術 家 肌 で 漂 癌 性 
だ が 、 意 外 に も 好き に な っ た 相手 を ひたすら 愛し 抜く 情熱 
を 持つ 。 寂し が り 屋 で あり 、 人 恋し さ を 紛らわす た めか お 洒 
好き 。 と くに ウォ トカ を こよ な く 愛 する 。 


トド wa 


国連 軍 が 保有 する 大 型 爆撃 機 。 旗 部 に 大 型 ミ サイ ル を 1 機 
搭載 で きる 。 厚木 と 入間 に 配備 され た 航空 戦力 で あり 、 重 
戦闘 機 と 共に 第 3 使徒 サキ エル 迎撃 に 投入 され た 。 ま た 、 
略 自衛 隊 も 保有 し て お り 、NERV 本 部 肌 撃 の 際 は EVA 弐号 
機 に 対し て 攻撃 。 し か し な が ら 、 直 撃 し た ミサ イル で さえ も 
ダメ ー ジ を 与え る に は 至ら な か っ た 。 


搭載 する の は 巡航 ミサ イル と 思わ れ 、 遠 距離 か ら 攻撃 する 戦略 爆撃 
機 の 類 だ と 考え られ る 。 に 


大 型 破 砕 兵 器 デ ュ ア ル ・ ソ ー 


ゲー ム 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2] に 登場 する EVA の 装 
備 。 使徒 の 自己 再生 能力 を 遅延 させ る こと を 目的 と し て 開 
発 され た 近接 用 破砕 兵器 。 高速 回 転 する 複数 の 高周波 刃 で 
対象 物 を 再生 不可 能 な まで に 破砕 し 再生 速度 を 鈍ら せる 。 
大 型 の 発動 機 を 用 いる た め 両 腕 で 構え る 。 

ァ ン ゲ リ オ ン 2 


ドイ ル 


大 型 機 に 搭載 され る ミサ イル 。 第 3 使徒 サキ エル や EVA 弐号 
機 に 向け て 発射 され た も の は 空 対地 ミサ イル で あり 、 子 弾 
は 内 蔵 さ れ て いな いと 見 える 。 長 射 程 の 巡航 ミサ イル だ と 
思わ れ 、 狙 い が 正確 な こと か ら 高 度 な 誘導 装置 を 備え て い 
る と 推測 され る 。 


ミサ イル が 直撃 し た サキ エル や 弐号 機 は 衝撃 で 仰 け 反 る 程度 で あり 、 
実質 的 な ダメ ー ジ は 全く 与え られ な か っ た 。 


トー ジェ タッ ショ ン 


エン トリ ー プ ラグ の 緊急 射出 シ 何ら か の 非常 時 や 
緊急 時 に お いて 、 操 縦 者 の 保護 を 最 優先 と 判断 され た 場合 


に 自動 で エン トリ ー プ ラグ が 射出 され る 。 基 本 的 に 外部 か 
ら の 信号 に よっ て も 作動 する が 、 第 拾 四 話 の 機体 相互 互換 
試験 の 際 、 制御 不能 に 陥っ た 零 号 機 は 作動 し な か っ た 。 


第 仙 話 に お ける 零 号機 の 起動 実験 で は 、 自動 制動 シス テム が 反応 
し な か っ た た め に 作動 。 屋内 で の 実験 だ っ た た め 、 パ ラ シ ュ ー ト が 
開く 間もなく 天井 に ぶつ か っ て 落下 、 綾波 レイ が 重傷 を 負っ た 。 


オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 


ブラ グ ス ー ツ の 補助 な し に 、 直接 肉体 か の ら ハ ー モ ニク ス を 行 
な う 実 験 。 な お 、 初 実験 で は 1 週間 か か っ て いた が 、MAGI 
の サポ ー ト に よっ て 約 3 時 間 に 時 間 短縮 され て いる 。 実験 は 
MAGI の 制御 下 で 行ない 、 オ ー ト パイ ロッ ト が 記憶 され て い 
く 。 最初 は シミ ュ レ ーション プラ グ を 模擬 体 に 接続 し 、 衛 
52 ち 適 格 者 の 感覚 を 確認 。 そ の の ち 模擬 体 経由 で 
EVA 本 体 に 接続 する 。 実験 に より 零 号機 が A_T. フ ィ ー ル ド 
を 出力 2 ヨク ト で 発生 し た 直後 、 第 87 タ ン パ ク 壁 に 侵入 し て 
いた 第 11 使 徒 イ ロウ ル が 活性 化 。 綾波 レイ の 乗る 模擬 体 ま 
で 爆発 的 スピ ー ド で 浸食 し て いく 。 そ の 際 に シン ジ た ちの シ 
ミュ レー ショ ンプ ラグ は 緊急 射出 され 、 実 験 は 中 断 せ ざる 
を 得 な く な る 。 


超 ク リー ン ル ー ム に 入る た め 17 回 に お よ 
裸 で シミ ュ レ ーション プラ グ に 向かう こと に 


[esas 


09 (オー ナイ ン ) と 読む 。 EVA の 起動 シス テム を 揮 搬 し た 
通称 。EVA の 起動 確率 が 0.0000000019%% と 極め て 低く 、0 
が 9 つも 並ぶ た め に そう 呼ば れ て いる 。 起動 確率 を 聞い て 
「 動 か な いと 同じ ] と いう 葛城 ミサ ト に 対し 、 赤 木 リ ツ コ は 
「 ゼ ロ で は な い 」] と クー ル に 答え て いる 。 


| バー ター レインボウ 


国連 軍 の 太平 洋 艦隊 が 誇る 正規 空母 。 も と 米 海軍 ニミッツ 


@⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva. ⑨GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 


D04-2= 


エク スト ラシー ト 


xtra Sheet 


普 8 番 艦 「 エ ナイ テッ ド ・ ス テイ ツ ] を 改名 し た 
で ある 。 全長 332.9m。 多 国籍 色 が 強く 、 


SU-27 を 艦載 機 と し て いる 。 ま た 、 
EVA の 非常 用 ソケット を 設置 。 動 ー 
EVA の 必要 電力 を 十分 賭 う 余剰 エネ ルギー を 
ニミッツ 級 は 世界 初 の 量産 型 原子 力 空母 で あり 、 実際 の 8 番 
差 の 名 は 「 ハ リー・S・ ト ルー マン 」 と いう 。 


10 万 t も の 排水 量 を 誇る 世界 最大 級 の 空母 。 蒸気 カタ バル ト や アン 
グル ド ・ デ ッ キ な ど 、 艦 載 機 の 運用 を 追求 し た 構造 を 持つ 。 


オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ 艦長 


空母 オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ の 艦長 。 太平洋 艦隊 を 指揮 
する 立場 で 、 ド イツ か ら 日 本 まで の EVA 弐号 機 輸送 を 担う 。 
米 海軍 の 第 7 艦隊 に 所 属す る 少将 。 巨費 が 投じ られ た EVA 
い オ モチ ャ だ と 軽 ん じ て お り 、NERV 所 属 の 葛城 
し て 皮肉 ある 態度 で 接し た 。 プ ライ ド の 高い 軍人 だ が 、 
艦隊 が 使徒 に 対し て 無力 だ と 最終 的 に 判断 し 、 ミ サト の 立 


3 4 
海上 は 太平 洋 艦隊 の 管轄 に ある と 主張 。 襲 来 し た 使徒 に 艦隊 が 沈 
め ら れ て も 、 許 可 の な い 弐 号機 の 起動 を 認め な か っ た 。 


オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ 副長 


空母 オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ の 副長 。 熟 く な る 艦長 に 反 
し て 状況 を 冷静 に 見 定め て お り 、 副 官 と し て 優秀 な 人 物 と 
いえ る 。 起動 し た EVA 弐号 機 が B 型 装備 だ と 見 抜き 、NERV 
の EVA 関連 の 資料 も 把握 し て いる と 考え られ る 。 


| zm | 


芦ノ湖 と 並ぶ 箱根 の 観光 スポ ッ ト 。 神奈 川 県 と 静岡 県 に ま 
た が る 箱根 火山 の 火口 で ある 。 こ の 地 の 上 空 で 、 第 16 使 徒 
アル ミサ エル が 定点 回 転 し つつ 停滞 し て いた 。 


| papeso 


帰っ て きた 相手 を 迎え る 挨拶 。 綾波 レイ が リリ ス へ と 還る 
際 の 「 た だ いま 」 を 受け て 返さ れ た 。 こ の や り 取り は 、 葛 城 
ミサ ト が 保護 者 と し て 和 シ ンジ を 自宅 に 連れ て きた 際 、 シ 
ンジ が 家出 の 未 NERV か ら 去 ろう と し た 際 な ど に お いて も 見 
られ る 。 


「 た だ いま 」「 お か えり な さい 」 の や り 取 り を 経て 、 綾 波 レ イ は リリ 
ス の 肉体 と 同化 し た 。 


Fm- 


EVA 弐号 機 を 輸送 する 改造 タン カー の 呼称 。 弐号 機 が 起動 
中 で ある こと を 旗艦 オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ に 入 電 。 そ 
の 後 、 第 6 使徒 ガ ギ エル の 体 当 た り を 受け て 沈没 し た 。 ブ リ 
ッ ジ の 上 に は 攻撃 ヘリ コ プ タ ーMi-2 が 着 艦 し て いる 。 な お 、 
「 オ セロ ー」 は 劇作 家 シ ェ イ クス ピア が 描い た 4 大 悲劇 の ひ 
と つ で あり 、 太 平 洋 艦隊 に は 戯曲 の 名 か ら 取ら れ て いる 軍 
艦 が 多い 。 


タン カー の 中 央 、 幌 の 下 に 横 た え られ た 状態 で 弐号 機 が 収容 され て 
いる 。 


| | 


EVA か ら 精 神 汚染 が 開始 され る 領域 。 エ ント リー プラ グ 内 
に ある 座席 の 深度 を 下げ る こと で EVA と 操縦 者 の 接続 が よ 


り 密 に な り 、EVA か ら の 影響 (精神 汚染 ) も 強く な る と 推 
測 さ れる 。 そ の た め 、 一 定 以上 の プラ グ 深 度 が 汚染 区 域 と 
いえ よう 。 第 拾 基 話 に お ける ハー モニ クス 実験 で 、 汚 染 区 
画 ギ リ ギ リ に 隣接 し た 場合 の ハー モニ クス 、 シ ンク ロ 率 
波 レ イ と 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー を お い 
、 ブ ラグ 深度 を さら に 下げ 
て の テス ト が 成 さ れ た 。 こ の こと か ら 、 適 格 者 個人 に よっ て 
汚染 を 受け る 領域 に 幅 が ある と 考え られ る 。 


IEL AYANAMI 


モニ ター に 映る 適格 者 の 表示 は 、 そ の まま プラ グ 深 度 の 位置 だ 
えら れ 、 い ちば ん 深く (汚染 区 域 十 前) に いる シン ジ の 表情 は 硬い 。 


| 
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酸素 原子 3 つか ら 成 る 酸素 の 同 素 体 。 強 い 酸化 作用 を 持ち 、 
殺菌 や 脱臭 な と に 使わ れる 。 ジ オフ ロン ト 内 に 潜入 し た 第 
11 使 徒 イ ロウ ル が オゾン を 避け て 浸食 し て いた こと か ら 、 ご 
れ が 編 点 だ と 考え られ た 。 


当初 は イロ ウル に と っ て 害 毒 だ っ た が 、 進 化 に より 克服 、 増殖 の た 
め の エ ネル ギー 源 と し て 使わ れ て し まう 。 


[mom 
に 


第 拾 ん 話 の サブ タイ トル 。 英文 タイ トル は 「INTROJECTI 
ON」。 イ ント ロジ ェクション と は 、 心 理学 の 用 語 で 「 取 り 入 
れ ] を 指す 。 自 分 自身 に は 本 来 存在 し な い 考 え 方 や 行動 、 
規範 を 、 あ た か も 自分 の も の の よう に 鵜呑み に し て 思い 込 
ん で し まう こと を いう 。 


| 
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食事 に 相当 する 携帯 食糧 。 洞 木 ヒカリ が 鈴原 トウ ジ に 作っ 
て あげ る と 約束 し た 。 乙 女 の 手作り 弁当 に は 、 得 て し て 渡 
す 相 手 へ の 好意 が 込め られ て いる も の で ある 。 い つも 購買 の 
パン で お 昼 を 過ごす トウ ジ を 見 て 、 密か に 彼 を 想う ヒカリ は 
一 大 決心 。「 父 や 姉妹 の 分 の お 弁当 も 作っ て お り 、 そ の た め 


材料 が いつ も 余っ て し まう |」 と 、 ド ギ マ ギ し な が ら 遠 回 し に 
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トウ ジ の お 弁当 を 作り た いと アピ ー ル する 。 彼 が その 意 を 組 
ん だ か どう か は 不明 だ が 、 残 飯 処理 な ら 手 伝 うと 請け 負う 。 
喜ぶ ヒカリ は お 弁当 作り に 意欲 を 燃やす が 、 結 局 渡す 機会 
は 巡っ て こ な か っ た ……。 


[srr 


| 水棲 型 の 第 6 使徒 。 弐号 機 を 輸送 中 の 国連 軍 太 平 洋 艦隊 を 
襲撃 、 巨 大 な 口 と 高速 度 が 生み 出す 衝撃 破 で 次 々 と 艦隊 を 
沈め た 。 交戦 し た 弐号 機 を 水中 に 引き 込む が 、 く わ え 込ん 
だ 弐号 機 に よっ て 口 を こじ 開け られ 、 自 沈 し た 戦艦 2 隻 の 零 
距離 交 撃 と 自爆 を 貴 内 に 受け て 残 減 さ れ た 。 実 の と ころ 狙 
い は 弐号 機 で は な く 、 ア ダム と され る 胎児 状 の 生物 が 目的 
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ゲー ム 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2nd.Impression」 に 登場 
する オリ ジ ナ ル の 使徒 。 第 1 形態 は 円 盤 状 の 皿 を 重ね た タワ 
シ の よう な 姿 を し て お り 、 底 部 に は 上 昆虫 の よう な 手足 を 数 
本 持つ 。 数 個 の 円 盤 状 パー ツ に 別れ た 体 構造 を 持ち 、 そ の 
体 の 一 部 を 武器 と 化し 、 飛ば し て 攻撃 する 。 ま た 、 敵 か ら 
攻撃 を 受け る と 飛散 し て 避け 、 再び 結集 し て 元 に 戻っ て し 
まう 。 な お 、 体 に ある 無数 の スパ イク が 一 斉 に 伸び 、 先 端 が 
広がっ て 苫 を 形成 。 質量 を 増大 させ て サナ ギ か ら 蝶 に 至る 
よう に 第 3 形態 へ と 進化 する 。 進化 後 は スレ ンダ ー な 容姿 に 
変化 。 伸縮 自在 の スパ イク で 攻撃 し 、EVA の エネ ルギー を 
吸収 する ほか A.T. フ ィ ー ル ド を 切り 裂く 力 を 持つ 。 襲っ て く 
る 使徒 は 実体 の な い 影 の よう な 存在 で あり 、 倒 し て も 復活 
する 。 そ の 本 体 で ある コア は 、 転校 生 の 少女 、 山 岸 マ ユミ 
の 体内 に 潜ん で いる の だ っ た 。 
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| 


第 弐拾 伯 話 の サブ タイ トル 。 英文 タイ トル は 「Do you love 
me?]。 訳 は 「 私 を 好き ? ] と な る 。 


| mm ペ ン キ > 


新種 の ペン ギン 。 風呂 へ の 入浴 を 欠か さ ず 、 寝床 は 冷え た 
場所 を 好む 。 高 い 知性 を 持ち 、 ボ タン を 使っ た 扉 の 開閉 だ 
け で な く TV や 新聞 も た し な ん で いる 様子 。 ペ ン ペ ン と いう 
名 を 持つ 、 葛 城 ミ サト の 同居 者 が 確認 され て いる 。 


温泉 ペン ギン と いう だ け あ っ て 、 温泉 に は 生き 生き と 入浴 し て いた 。 


je OX 


だ っ た と も 言わ れる 。 な お 、 上 旧約 聖書 の 偽 典 の ひと つ で ある 


高城 ミサ ト が 愛読 し て いる と 思わ れる 車 情報 誌 彼 女 は ア | 
ルビ ー ヌ A310 ( 改 ) を は じ め フ ェ ラ ー リ 328 ま で も 所 有 し 
て いる 。 そ の た め ス ポー ツ カ ー に 上 比重 を 置い た 内 容 の 雑誌 だ 
と 考え られ る 。 


第 式 話 に お いて ミサ 
ト の 部 屋 に 散ら ば っ 


も 見 え 、 か な り の 車 
好き と 知れ る 。 


て いた 。 別 の 車 雑誌 


| | 「 エ ノ ク の 書 ] で は 「 急 ] を 司る 天使 と 言わ れ て いる 。 


旧 伊 東 沖 遺 遇 戦 と 通称 され た ガ ギ エル 戦 。 口 腔 内 に コア を 持ち 


| カー トレ イン 


| を 思わ せる 口 と 1km に も 及ぶ 長大 な 体 秀 を 有 す 。 


第 3 新 東京 市 と ジオ フロ ント を 結ぶ 車両 列車 。7 両 編成 の リ 
ニア モー ター 駆動 で 動く 。 車内 に は 7 台 の カー ゴト レイ が あ 
り 、 車 に 乗っ た まま 移動 で きる よう に な っ て いる 。 


第 3 新 東京 市 の 各所 に 駅 が あり 、 途 中 の 駅 に は 止ま ら な 
ント 直通 の 特別 列車 も 存在 する 。 


| 加持 の テレ カ 


加持 リョ ウジ が 所 有 し て いた ID 入 り の カー ド 。 第 弐拾 
に お いて 、 公 衆 電話 で テレ ホン カー ド 代 わり に 使用 し 、 
城 ミ サト へ 最後 の メッ セー ジ を 遺し た 。 


| 下流 長 の エネ ルギー 流 


外部 電源 用 ソケット 


第 15 使 徒 ア ラ エ ル が 弐号 機 に 向け て 照射 し た 光線 。A.T. フ 
ィ ー ル ド に 似 た エネ ルギー 波 で あり 、 操縦 者 の 精神 に 直 扶 


EVA の 背部 に ある 三橋 の ソケット 部 分 。 ア ン ビ リカ ル ・ ケ 
ー ブ ル の コン セン ト を 接続 する た め に 使わ れる 。 


に 
の 心理 攻撃 を 行なう 。 こ の 光 に よっ て 物流 ・ ア スカ ・ ラ ン 
グレ ー は 心 の 傷 を を ぐり 出さ れ 、 シ ンク ロ 率 の 低下 を 招い 
た 。 な お 、 可 視 波長 と は 肉眼 で 視認 可能 な 波長 を いう 。 


熱 な どの 物理 的 エネ ルギー 反応 は な く 、 こ の 光 で 操 継 者 の 精神 
を 探っ て いる か に 見 え 
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